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Ⅰ 令和８年度の教育・保育{臨む基本的z考え方 
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Nr~�xzº~y2<ふ»ux香美²{w1夢や志²抱}1共{o来²Wº拓く人uくº=~

Āq目標達成{向q1s¼~wă�間~×組~成果x課題²踏~え1ð和ć�度~<香美�~

教育û保育=~×組²進�~y2 

 ð和Ć�度y国学力û学習状況調査~児童生徒質問w�<自V{�¸いxs½|あ»={肯

定的{回�wvい»児童生徒�Ĉÿ％ñNwあº1y国x比較wv�高くzsvい~y2学校û

家庭û地域|連携²図º1授業や家庭生活1行事zy様々z機会や場²通wv1子y���~

達成�や成就�²持�せ»×組~成果|現¼ttあ»x考え¹¼~y2児童生徒|自V{自信

²��1à者{ß要xu¼vい»xいう自ýp用�²高�»sx�<生}»力=²育�教育~

Ā盤wあº1今後�×º組³wいくß要|あº~y2 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ~�1<ð和~日q型学校教育=�申w<個別最適z学びx協働的z学び~一_的充実=|提

言u¼~w�2q�w�<タブüッøzy~ ICT※5機器²活用wvÛ��x協力wz|¹学習

²進�»={zいv<当v�~»=<y�¹{xいえ�当v�~»=x回�w�児童生徒|多く1

ICT機器~活用x協働的z学習~実践|う{|え~y2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

u¹{1GIGA¹クüû構想※6�1第 2期端p~更新{あ�»<NEXT GIGA=※7xwv1

ICT環境~u¹z»充実x1そ¼{伴う教育~質~向N²目指wvい~y2学校w�1児童生

徒~発達段階や学習Õ容等{応xv ICT端p²適W{×ºu¼»ß要|あº~y2÷¸タûx

ú²ûÜ方~良u1特性²う~く生{wtt1指^方法²工夫改善w<個別最適z学びx協働

的z学び~一_的充実=²推進y»��~教員~指^力~向N|重要wy2 

子y���|安ßwv学び{向{う��{�1家庭や地域~協力|不可kwy2多様化y»
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家庭環境{対wv地域社会y_w子y���~育�や学び²支えvいくsx|極�v重要x

zsvい~y2 

s¼~w~y国学力û学習状況調査~結果{¹�家庭~蔵書数|豊富w1読書や家庭学習z

y{積極的{×º組�1�則的z朝食や睡眠zy~Āq的生活習慣|身{tいvい»児童生徒

ほy1�均l�率|高い傾向{あ»sx|V{svい~y2 

 

家庭�子y�~¸ºys½1yyv~教育~出発点wy2~�1地域{�学校w~学習{t

z|»教育û学習資源や人w|豊富{あº~y2<家庭wwtq1地域~子y��地域w育v

»=xいう機運²盛ºNr»sx|大Wwy2 

xºわq1ふ»ux~将来²担う子y���²育v»��{1s¼{¹~学校�1子y��

�個々~キャú²形成²Ðw1社会~活力形成{貢献wvいくsx|求�¹¼~y2s¼{¹

�1q�~yyv~学校{設置u¼vい»コミュニö³û¹クüû(学校運営協議会制度)※8~

活用{¸º1地域x一_xzsv子y���²育�<地域xx�{あ»学校=~×組²充実û

発展uせvいくsx|ß要wy2 

 

生涯学習û社会教育{zいv�1人生 100 �時ï²�据えvyv~�民|主_的{学び続

q1生}|い²持v»<生涯学習社会uくº=|求�¹¼vい~y2 

ð和ā�ĀĀo{実施w�<第ā期香美�教育振興Āq計�{関y»意向調査=w�1趣味

や学び~機会|身ß{あ»x回�w��民�約ą割い~y|1地域別{�»xそ~意識{ÿ|

�¹¼~y2~�1芸術や文化{ï¼»機会²増やysxや社会_育施設~充実²図»sx²

求�»声|多く{r¹¼vい~w�2多様z学習機会~提供や自発的z学習活動~支援zy1

�民|生涯{わ�sv学び続q»sx~w}»環境整備~充実²今後�行svい}~y2 

 

幼児期~教育û保育�1生涯{わ�»人格形成~Ā礎²ÿう重要z�~wy2香美�w�保

育所1認定sy�園1幼稚園zy多様z就学前教育施設|あº~y2 

特{1就学前教育{zいv�1子y���一人一人~特性²踏~え1<非認知能力=※9~育

成xいう視点²持�tt1¸º良い環境構成²工夫wv教育û保育~実践{×º組�1ß身~

調和~x¼�発達~Ā礎²ÿうsx|大Wwy2 

 そ~��{�1子y�~発達や学び~連続性²踏~え�教育û保育²充実y»xx�{1_

学校や家庭x~連携²十V{図º1<幼児期~終わº~w{育svほwい姿=※10 ²�据え�

×組²展開w1児童期x~Ö滑z接続²図svいくsx|求�¹¼~y2 

あ»

20.6%

まあまああ»

37.2%

あまºない

35.2%

ない

5.7%

不明

1.3%

趣味や学びの機会について
ÿ保護者・町民回答者数：1417Ā

あ»

3.3%

まあまああ

»

21.6%

あまºない

61.3%

ない

13.0%

不明

0.8%

芸術文化に触¼»機会について

ÿ保護者・町民回答者数：1417Ā
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 ~�1子育v支援~充実~��1<第Ă期香美�子y�û子育v支援事業計�=※11{Āuく

施�²確実{実施wvいくsx|併せv求�¹¼~y2 

 

子y����1単{教科等~知識や技能²習得y»�qw�zく1集団~中w多様z考え{

ï¼1認�合い1協力w合い1W磋琢磨y»sx²通xv一人一人~資質や能力²伸�wvい

}~y2現在~出生数や今後~児童生徒数~推移²�»時1香美�~子y���~<学び~環

境=�1決wv十Vx�言え~せ³2 

香美�~子y���|1夢や志²抱}1直面y»u~v~z変化²柔軟{Øqk�1主_的

{向}合sv{{わº1豊{z�性やwzや{z思考²働{せ_事{�果敢{s戦w1活躍w

}»力²育成y»��{1ð和ă�Ćo{�定w�<香美�学校再編計�={Āu}学校等~

再編²進�vい~y2 

 

 香O区w�1ð和ą�度{香O区 1l再編xwv奥P津_学校û幼稚園1P津_学校û幼稚

園²閉校û閉園w1ð和 8�度{�香O区 2l再編xwv柴山_学校û幼稚園1長井_学校û

幼稚園1余部_学校û幼稚園²閉校û閉園w1香O_学校x香O幼稚園~ 1_学校û1幼稚園

~_制xzº~y2再編{伴う学校園w~学習環境や生活環境~変化|��¹y不安zy{¹

子y���²ws{ºxサポüøw1再編|子y���~¸º¸い育成{tz|»¸う×º組

³wい}~y2 

 x岡区w�1引}続}ð和 10�度~_学校~再編{向q�検討²行い1着実{学校再編²

推進wvい}~y2 

併せv1就学前施設{tいv�検討|進�1x岡区w�ð和 9�度{保育園x幼稚園~_制

²改�私立認定sy�園 1園{再編w1香O区w�ð和 10�度{保育園ÿ所Āx幼稚園~_

制²改�公立 1園1私立 2園~Ăt~認定sy�園{再編w~y2 

 

学校�地域~コミュニö³~核xwv~性格²py»sx|多く1防災活動や避難所~拠点

zy1多様z機能²併せ持svい~y2再編{当�sv�1子y���や保護者~視点²重視

wtt1学校再編検討委員会zyw地域O民~十Vz理ëx協力²得»zy1<地域xx�{

あ»学校=~視点²踏~え�議論²進�~y2 

 

s~¸うz今日的z状況²踏~えtt1第ā期香美�教育振興Āq計�~総ßNrwあ»Ą

�目{当�º1ñO~視点{立sv×組²進�vい}~y2 

 

 

 

 

 

 

ÿĀĀ幼児期{zいv1生涯~学び²支え»<非認知能力=²育�2 

ÿāĀコミュニケü·ョン教育²通wv1人間関Ï力zy生}抜く力~育成²図»2 

ÿĂĀ_�模校z¹w�~特色²生{w�×組~質的向N²図»2 

ÿăĀ就学前施設1_û中学校~適l配置{¸º1学び~環境²整え»2 

ÿĄĀ学校û家庭û地域|一_xzs�ふ»ux~教育力~向N²図»2 

ÿąĀ<Ăt~�民運動={zq»読書活動²積極的{推進y»2 
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Ⅱ 基本方針及び具体的取組 

 

 

＜基本方針１＞ 「確かな学力」の育成 

 

（１）確かな学力の育成 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 基本的な学習習慣の

確立 

・ 「早寝・早起き・朝ごはん」など基本的生活習慣の

確立を図り、学校生活を安定したものにする。 

・ 学校の読書活動と「3 つの町民運動」の読書運動と

連携し、能動的な読書習慣の定着を図る。 

・ キャリア教育※12の視点から各中学校区での系統的 

に「家庭学習のすすめ」等を活用し、学習に目的意識 

を持たせるとともに、テレビゲームの時間や SNS・

動画視聴の時間のルール化等、家庭と連携して家庭学

習の習慣化を図る。 

２ 「ほめる」「認め

る」指導を基本とし

た教科等学習の時間

の充実 

・ 繰り返し指導により、各教科等の基礎的・基本的な

知識・技能の習得や定着を図る。 

・ 個に応じたきめ細やかな指導で一人一人の成長を的

確に把握し、「ほめる」「認める」指導で自尊感情を

高める。 

・ 校内研修などで「教科の授業研究」を積極的に推進

し、指導力の向上を図る。 

・ 複式学級における効果的な指導の在り方について、

町教育研修所等で研鑽を積み、指導技術の向上を図る

とともに、子どもたちの学びに向かう力を育成する。 

３ 主体的・対話的で深

い学びの実現に向け

た授業改善 

・ 香美町小学校国語科・算数科学力向上委員会等によ

る研修を行い、主体的・対話的で深い学びにつながる

授業実践をめざす。 

・ 町教育研修所の研修や学校問題サポートチーム（学

校支援専門員）を活用した授業研究を積極的に行い、

実践的指導力の向上を図る。 

４ 一貫化教育※13の取組

を通じたキャリア教

育の推進や指導方法

の工夫改善等の充実 

・ 各小学校においては、入学した児童が、幼児期の教

育・保育における遊びや生活を通して身に付けた非認

知能力を基礎として、主体的に自己を発揮しながら学

びに向かうことができるようにするため、「スタート

カリキュラム」※14の作成・活用に努める。 

 

児童生徒にとって、基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得し、これらを活用して課

題を解決に導く思考力、判断力、表現力等を育むとともに、主体的に学びに向かう力を身

に付けることが大切です。 

 

教育の方向性１ 子どもたちの「未来を切り拓く力」の育成
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ÿĀĀ国際理解を深める教育の推進 

û 学校{zけ»キóú²教育~目標~達成{向け1T

中学校区²単位xwv1域内~yyv~教職員~q通

認識~�x19�間²見通wたy体計�や�間指^計

�~作成や見öw1キóú²þüø1キóú²ûā¹

ýüø※15等~積極的z活用²図º1特w活動²要x 

wtt教育活動y体²通wv組織的û系統的z取組²

推進y»2 

û 中学校区単位w関Ïy»_û中学校|<�vysy

�ß=²q有w19�間²見通wた»úキュùĀuく

º{取º組�xx�{1乗ºu¼授業や\\研修_z

y²通xv教員~交流1指^方法や指^体制等~工夫 

改善²図º1授業~質的改善{向けた取組²Ð進y 

»2 

ă 学校間¹üāü連携

チóüン¸÷ùン~

充実 

û 学校間連携²通w1効果的z指^方法x授業内容~

確立{ü�1確{z学力向上²図»2 

û 複数~教員|役割²V担y»sx{¸º1児童{}

�細{z指^²行い1主体的û対û的w深い学s~実

現²図»2 

û ÃÿュûÁü·ョン能力や協調性1やº抜く力zy

非認知能力²育成w1新たz集団w活{y力²育�2 

û 教職員~資質向上²図º1保護者や地域{¹信頼u

¼»学校uくº²推進y»2 

û <香美�学校間¹üāü連携チóüン¸÷ùン総\

_議=w~情y交û²踏~え1課題解決やTÀûü÷

~実践~q有化²図º1¸º質~高い効果的z取組²

推進y»2 

û �y体~取組xwv捉え1当ü校以外~教職員�参

観w1そ~意義{tいv確認y»2 

№ 取組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 外国語活動や外国語

科ÿ英語Ā~授業~

充実 

û 外国語指^û手(Assistant Language Teacher)

や地域人材zy~積極的活用²進�1外国語活動や外

国語科(英語)~授業~充実²図»xx�{1異z»言

語やそ~背景{あ»文化x~理解zy²通xv1国や

文化~異z»人々x積極的{ÃÿュûÁü·ョン²図

½うxy»意欲や態度²育v»2 

û 外国語活動1外国語科(英語){関y»児童生徒~意 

識や学習内容~定着状況²ýþ的{調査w1そ~後~

指^{生{yxx�{1児童生徒自身|成÷や今後~

課題²実感w}»¸う{y»2 
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ÿāĀ情報活用能力の育成 

Ā u~v~z|面w~

英語活動~充実 

û <英語能力v定ö¹ø=²活用w1生徒~英語力向

上²支÷y»2 

û 中学校卒業時~w{ CEFRＡÿüベû※16þ当以上

~資格取得²�vy取組²推進y»2 

û 夏季_業中{zけ»<_学校英語力¹キû²ッ÷事 

業=(English Summer Activities)や1<中学校英語 

力¹キû²ッ÷事業=(English Summer Camp)²ý 

þ実施w1児童生徒~英語{関y»興味û関心²高�

»xx�{1英語{¸ºÃÿュûÁü·ョン²図½う

xy»態度²養う2 

ā 国際理解教育~推進 û 総\的z学習~時間zy²活用w1外国{¹~来ª

者x~交流やºンù´ン{¸»交流~機_²¯け1異

z»文化や価値観²理解w1国際社_~�和や発展{

貢献y»態度²育成y»2 

û ÀýüĀû化{対応wた取組²推進y»xx�{1

国際的視野{立sv主体的{行動w}»態度や能力²

育成y»2 

№ 取組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 教育~情y化~推進 û GIGA¹¿üû構想{基u}1タöüッø端p²�

x�xy»ＩＣＴ機器²日常的{活用w}»環境²構

築w1T教科{zいv一人一人{応xた個w最適z学

sや多様z人x学s\う協Ý的z学s{取º組�2 

û タöüッø端p²�x�xwたＩＣＴ機器²効果的

{活用wた授業uくº等1実践的z研修²計�的{実

施w1児童生徒~情y活用能力²育成y»2 

û T校w�1系統的ûýþ的z<情y教育y体計�û

�間指^計�=²策定w1評価û検証{ü�»2 

Ā ÷ýÀùÿンÀ教育

~充実 

û <uÿ県版÷ýÀùÿンÀ教育¹タüøāッ¿= 

(県教委)²活用wtt1学�間û校種間~接þ²踏~

えた系統的z�間指^計�²作成w1情y~科学的z

理解²深�»学習活動{取º組�2 

ā 情yòùû教育~ 

充実 

û <r·うt GIGA ワü¿öッ¿=等~活用²通x 

v1情y社_{zけ»ûüûやþúü~習得²図»2 

û ´ンタüýッø利用{あたsv~危険回避や情yセ

キュúö³{関y»知識~習得等1発達段階{応xた

体系的z情yòùû教育²推進y»2 

Ă ÷¸タû教科書² 

活用wた学s~推進 

û 学習者用÷¸タû教科書※17²使用w1}~教科書 

x併用y»sxw1児童生徒~学習~充実²図»2 

û _学校ăûĄ�1中学校y学�|1外国語科ÿ英 

語Ā{zいv÷¸タû教科書²使用y»2 
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 ・ 香美町独自の事業として、小学校１年～４年におい

ても１教科使用する。 

外部講師を招いた研究授業の様子 

ALT とハロウィンの準備の様子 

ICT 機器を使用した授業の様子 
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＜基本方針Ā＞ <豊{z心uくº=~推進 

 

ÿÿĀ<あいさつ運動=の推進 

 

 

 

 

 

ÿĀĀ<特別の教科 道徳=、道徳教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÿāĀ心の教育の充実 

№ ×組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 一貫化教育を推進y

»<あいut運動=

~充実 

û <3 t~�民運動=~一環xwv1地域内~保û 

幼û_û中û高校|連携w1教育委員会職員x~q\

{¸»<あいut運動={×º組�2 

№ ×組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 生命を尊重y»心~

育成 

û <特別~教科 道徳=(以O1<道徳科=xいう2) 

を要xwvy教育活動を通xv1¸º¸く生}»態 

度1生命を尊重y»心1自ý有用�~育成を図»2 

û <uÿ県道徳副読本=(県教委)zyを活用w1自V 

|住�1生活wvい»地域{根ÿw�道徳教育を推進

y»2 

Ā 道徳~授業力~向N û 道徳教育拠点校育成支援事業推進校~指定をØけ1

_û中学校|連携w�研究を推進w1授業公開や実践

発表を通wv1道徳科~授業~充実を図»2 

û 道徳~授業¹½ル²ップ支援プロÀラムを活用w1

実践的授業力~向N{ü�»2 

ā q生~心~育成xネ

ッø{¸»»謗中傷

へ~指^強化 

û <道徳科=~授業zyを活用wv1ネッø{¸»»

謗中傷をwzい¸う{指^w1意見~違う�~を一方

的{排除w�ºwzい<q生~心=を育成y»2 

№ ×組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 命x人権を相互尊重

y»教育~推進 

û T学校園~系統性1連続性~あ»年間指^計�~O

w1個~尊重1ÿ別解消へ~実践力~育成{迫»体験

的z活動を重視w�教育~推進{ü�»2 

û \和問題解決{向け�s¼~w~教育実践を踏~ 

え1\和教育|重要z柱wあ»x捉えtt1u~v~

z人権º題へ~総\的1\科的z×組{¸º1ÿ別や

_見1不\理をzくwvいsうxy»態度や意欲を育

�2 

 

複雑化û多様化w�社会~中w1子y���|他者xq生wz|¹豊{{活動wvいく

��{�1自ý有用�を持�1自ýを肯定的{Øけ止�z|¹他者x~違いを認�1互い

を尊重y»xx�{1u»ux~自然{�動y»心zyを育�sx|重要wy2  
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（４）体験的な「ふるさと教育」の推進 

 

２ 多様性の受容と思い

やりの心の育成 

・ 「道徳科」を中心として、日々の教育活動の中で他

者との違いを認め合い、多様性を受容できる心を育成

する。 

・ ふれあい育児体験や福祉体験、高齢者との交流な 

ど、地域の福祉施設や関係機関等との連携を図り、命

を大切にする心と思いやりの心を育成する。 

３ 相談体制の充実 ・ スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ

ー※18、教育相談センターなどの協力や支援を得て、

子どもたちや家庭を支える相談体制の充実に努める。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 歴史資料等を活用し

た教育の充実 

・ 社会科副読本「わたしたちのまち香美町」(小学校) 

や小学校区ごとに作成した「地域ふるさとガイド」 

(町教委)、「ふるさと兵庫 魅力発見！」(中学校、県

教委)を授業で活用し、郷土に対する愛着を深める。 

２ 地域のよさや価値を

見いだす体験的な

「ふるさと教育」の 

推進 

・ 「ふるさとものしり博士」や「ふるさと教育応援 

団」等の人材を積極的に活用し、地域への理解を深め

る取り組みを推進する。 

・ 各校では、実効性ある「ふるさと教育全体計画・年

間指導計画」の構築へ向けた評価・検証に努める。 

・ 地域の人的・物的資源を活用した環境体験学習、自

然学校、地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」、魚料

理実習、「ふるさと兵庫 魅力発見！」(県教委)の活

用等、多様な体験活動を取り入れたふるさと教育を推

進し、充実を図る。 

・ 香美町ふるさと教育の共通教材として、小学校では

「但馬牛」で「ふるさとゆかりの偉人マンガ：前田周

助物語」を、中学校では「山陰海岸ジオパーク」を取

り扱う。 

３ 香美町こどもの絵

100 人展の開催 

・ 町内の子どもたちがふるさとの絵を描くことで、ふ

るさとのよさを発見し、豊かな感性を育む。 

・ 絵画に親しむまちづくりを通して文化芸術の振興を

図る。 
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＜基本方針ā＞ <健や{z体uくº=~推進 

 

ÿÿĀ発達に応じた体づくりの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 取組名ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 体育授業等~充実x

安全確保~推進 

û 体育~授業や体育的行事1部活動等{zq»安全を

確保y»た±1発達段階や学習状況等~個人差を踏ま

えた段階的z指導を行うxx²{1適Wz健康観察や

_憩~実施1熱中症対策1定期的z設備û用具~点検

を行う2 

û 幼児期{¹~Úsを通wv1興味û関心を高±1Û

動習慣~定着{tzr»た±1体を動{ysx~楽w

uや心地¸uを体感uせ»xx²{1健康~大Wuを

実感w}»授業へ~取組を充実uせ»2 

Ā 主体的{体力向P 

を図»態度~育成 

û 新体力テ¹ø~結ÿを踏まえ1課題等をV析w1種

目~正wい知識x技術~効ÿ的z習得{¸º1子y²

たち一人一人~体力やÛ動能力~把握x1個人~課題

を明¹{{y»2 

û 個々{目標を設定w1そ~目標{向{svチャレン

¸y»意欲や態度を養う2 

û 自身~体力~特徴を知º1体育û¹ポüツ活動~楽

wuや喜s{tzr»た±1 ICT等を活用w1自身~

成長や記録~伸sを実感uせ»指導{努±»2 

ā 地域~活動x連携 

wた取組~推進 

û āt~�民Û動<体力uくº=~一環xwv1ラ¸ 

オ体操1¹キüû雪合戦zy~アウøùア¹ポüツ1 

S球や駅伝zy1地域~特色を�{wたÛ動~充実û 

推進を図»2 

û <¹ポüツクラö 21r·うt=等x連携w1発達 

~特性{応xたuまvまzÚsや¹ポüツを体験uせ 

»2 

û <香美�部活動~あº方検討委員_={zいv1中

学校部活動~地域展開{向qた指導者~確保1方策z

y{tいvT議検討w1学校x地域|T働wv持þ可

能z¹ポüツ環境~整備を推進y»2 

 

子y²たち|1�涯を通xv活力を持sv挑戦wþq»た±{�1¹ポüツ~楽wuや

喜sを味わい1豊{z¹ポüツライõをýþy»資質û能力を育成y»xx²{1心身~

調和的発達を図»sx|重要wy2 
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ÿĀĀ食育の充実 

 

 

 

 

№ 取組名ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ <日本一~ふ»ux

給食=~取組を通w

た食育~充実 

û 地w地消を基本xwた<日本一~ふ»ux給食=を

�}た教材xwv活用w1�w者へ~感謝~気持ちを

抱{せ»xx²{1ふ»ux~w業や自然1食文化へ

~理解を深±uせ1食育~充実{努±»2 

û <ふ»ux給食取組展û試食_=や<給食交流_=

等{¸º1学校û家庭û地域|連携wた食育を推進y

»2 

Ā <ふ»ux魚料理実

習=zy~取組を通

xた食育~充実 

û 地域人材~T力を得v1<Oÿzろw=zy魚~u

�}方~実習や香美�~豊{z地元w食材を活用wた

調理実習等を通wv1そ~zいwuや農÷水w業へ~

理解を深±»食育実践活動~充実を図»2 

ā 組織的û計�的û 

ýþ的z食育~充実 

û <学校食育推進委員_=w~議論を踏まえ1�健康

課等x連携wz|¹1子y²たち~食育~充実を図

»2 

û <学校給食Û営委員_=<ふ»ux給食推進委員

_=を通xv1学校û家庭û地域|一体xzº1�涯

{わた»望まwい食習慣~形成{向qた食育~充実を

図»2 

û 幼児期{¹~食育~充実{向qv1栄養教諭{¸»

保護者へ~啓発等1食育指導~拡充を図»2 

雪合戦大_~様子 

地元w食材を利用wた給食 
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＜基本方針４＞ 特別支援教育の推進 

 

（１）つながりのある多様な学びの充実（縦の連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 一人一人の多様な 

教育的ニーズに応 

じた教育の充実 

・ 「兵庫県特別支援教育第四次推進計画」に基づき、

一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな教育的支

援を行う。 

・ 特別支援教育コーディネーターが中心となり、校園

内委員会において、医療・福祉等地域資源の活用や合

理的配慮の提供等について本人・保護者と合意形成を

図った上で決定する。 

・ すべての教職員が特別支援教育の目的や意義を理解

し、障害に関する知識や合理的配慮等について、正し

い理解と認識を深め、障害のある幼児児童生徒への組

織的な対応に努める。 

・ 通級指導教室の利用、個別の教育支援計画や個別の

指導計画の作成と活用を図る。 

・ 「中学校・高等学校連携シート」等を活用し、一貫

した切れ目ない支援を行う。 

・ 県立出石特別支援学校みかた校との副籍を活かした

居住地校交流※19 を通して、相互理解を深める。 

２ ユニバーサルな授業

づくり等への授業改

善の推進 

・ ユニバーサルデザインに配慮した授業づくり※20 や

多様性を尊重した学級づくり等を行う。 

・ 学習の見通しやルールを明示するなど、分かりやす

く落ち着いて学習できる環境づくりを行う。 

・ ICT の利活用によって視覚・聴覚支援等を取り入

れ、誰もがわかりやすい授業に努める。 

３ 学びの継続による全

ての教職員の専門性

の向上をめざす研修

の充実 

・ すべての教職員が、発達障害等に関する基礎的な知

識や支援の技能を習得し、指導力の向上を図る。 

・ 特別支援学級や通級による指導における専門性の向

上をめざし、インクルーシブ教育システム※21 の構築

に向けたさまざまな課題に対応できるよう、研修会等

への参加を通じて指導力の向上に努める。 

 

共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育システム構築に向けて、発達障害を含めた

障害のある幼児児童生徒が合理的配慮の提供を受け、一人一人の教育的ニーズの把握によ

り適切な指導や必要な支援を得られる体制を構築し、縦(連続性のある多様な学びの場に

おける教育)と横(連携による相談・支援体制)の連携により特別支援教育の充実を図ること

が重要です。 
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ÿĀĀ一貫性のあ»支援体制の構築ÿ横の連携Ā 

 

 

№ ×組名ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 特別支援学校等x

幼û_û中学校の 

連携の推進 

û 特別支援学校の»ンタü的機能を活用w1ß要{応

xv専門的zû言や支援を要Ëw1教育þÏ事業を進

±»2 

û <学校問題µポüøチüム=やエú²コü÷³ネü

タü等を活用w1学校園の組織的z対応力強化を図

»2 

Ā 連携{¸»W¼目z

い支援体制の充実 

û 障害のあ»幼児児童生徒の教育þÏや個別の教育支

援計画zyの定期的z見öwの×組1ýþ的zþÏや

懇Ï等を通wv1就学や進路{関y»合意形成を図

»2 

û 本人1保護者の願いを中ß{捉え1適Wz支援を行

うた±1個別の教育支援計画xµポüøõ±´ûの整

合を図»2 

û 障害のあ»幼児児童生徒|1就学前{¹在学中1卒

業後~wW¼目zく一貫wた支援|Øけ¹¼»¸う1

関係機関等x効果的z支援方法zyをq有y»2 

ā ¹クüû»ウン»ù

ü等の外部の専門家

{¸»教育þÏや教

育支援の充実 

û 医療的ケ²|ß要z幼児児童生徒|1安ßû安yz

学校生活を送»こx|w}»¸う1<県医療的ケ²実

施体制¼´ùù´ン=等を活用w1効果的z支援方法

等をq有y»2 

û ¹クüû»ウン»ùü1¹クüûソü·ャûワü»

ü等の専門家を活用wたº1医療機関や保健1福祉1

労働機関等x効果的z支援方法等をq有wたºwv1

教育þÏや教育支援の充実を図»2 
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＜基本方針５＞ 幼児期の教育の充実 

 

（１）幼児期での「学びの芽生え」の確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）非認知能力の育成 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 学びのつながりを 

意識した教育活動 

の充実 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をふま

え、カリキュラムの不断の見直しと共通理解を図ると

ともに、個々の特性や能力の伸長を促し、次年齢につ

なぐ教育・保育に取り組む。さらに就学前施設の再編

を機に町内すべての就学前施設において、質の高い教

育・保育の提供を確保するための香美町版「スタンダ

ードカリキュラム」※22を策定する。 

・ 幼児期の教育・保育と児童期の教育の円滑な接続を

図るための「アプローチカリキュラム」※23の作成・

活用に努める。また、「すくすくひょうごっ子」等を

活用し幼稚園・認定こども園と小学校で架け橋期にお

ける教育活動を創意工夫し、「生きる力」を育成す

る。 

２ 「ほめる」「認め

る」指導の推進 

・ 「ほめる」「認める」指導を徹底し、その成長を保

護者と共有することで、自尊感情を育み、自信をもっ

て自ら行動できる子どもを育てる。 

・ ほめることにより、さまざまな事象に興味関心をも

たせ、自ら学び向かう力を育成する。 

３ 基本的生活習慣の 

定着 

・ 「３つの町民運動」と連携し、「あいさつ」「へん

じ」「あとかたづけ」の習慣が身に付くようにする。 

・ 園生活を通して、規範意識やマナーを学ばせ、望ま

しい社会生活を送るための基本が身に付くようにする。  

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 人と関わる力の育成 ・ さまざまな友だちや身近な人との温かなふれあいの

中で、相手の思いやきまりの大切さ、してよいこと・

悪いことなどに気付く力を育成する。そして、共通の

目的を見出し、試行錯誤を繰り返しながら実現させて

いく喜びと達成感を味わうことで人と関わる力を育成

する。 

・ 遊びや生活の中で葛藤やつまずきを体験し、それら

を乗り越えることによって思いやりの気持ちややり抜

く力を育成する。 

 

幼児期における教育は、子どもたちの生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なもので

あり、子どもたちに豊かな心情や物事に自ら取り組もうとする意欲、基本的生活習慣等を

身に付けさせ、自立心や協同性、道徳・規範意識を芽生えさせることが重要です。  
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ÿāĀ少人数指導w培う力を補完する他園xの合同保育の推進 

 

Ā 学s{向{う力や 

人間性~育成 

û 日々~園生活やÚs~中w思い²主張w�º1友�

�²Ø�入¼�º1思いやs�º1折º合い²t��

ºy»体験²w1協調性²ÿう2 

û 地域~い½い½z人xふ¼あうsxw人{親w�²

��1人x関わ»sx~楽wu²味わいコÿュûケü

·ョン能力²養う2~�1家族~{情{気付}1家族

²大切{w¸うxy»心²育v»2 

№ ×組]ÿ実践項目Ā 主 z Õ 容 

ÿ <就学前わ�わ�交

流会=²活用w� 

多人数保育~充実 

û 学校間¹üパü連携ñャüン¸プùン<就学前わ�

わ�交流会=²推進w1複数園{¸»多人数保育w人

間関Ï力1コÿュûケü·ョン能力1やº抜�力等~

非認知能力²育成y»xx�{1_学校生活x~望~

wい接続²図»2 

û 異年齢~関º²通wv1思いやº~気持�や憧¼~

気持�²育�2 

Ā 指^者間交流~推進 û <就学前わ�わ�交流会=等w他園x~合\保育²

実施w1指^者間交流{¸»専�的資質x組織力~向

上²図º1効果的z指^方法~工夫改善{努�»2 

û 公開保育{¸»研究会²推進w1¸º質~高い保

育û教育活動~実施{努�»2 

絵具w色u�º²wvい»様子 
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＜基本方針６＞ Ü全ûÜßz教育環境~充実 

 

ÿÿĀ学校園の防災教育û防災体制の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÿĀĀ子どもの安全対策の推進 

№ 取組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 防災教育~充実 û 防災教育指^計�{防災教育副読本<明日{生}

»=(県教委)等~活用²位置uけ1T教科や体験活動

等²通xv防災û減災~意識高揚²図»2 

û 人間xwv~在º方や生}方²児童生徒{考えuせ

»<uÿ~防災教育=²推進y»2 

û 実践的z防災教育~推進{向け1多発y»風水害²

�x±様々z|面や状況w~災害発生²想定w�避難

訓練{地域xq{取º組°2 

Ā 防災体制~充実 û <学校防災マニュ²û=(県教委)や<香美�地域防

災計�=²踏まえ1防災訓練等~機会²活用w1災害

ÿ応マニュ²û²不断{見直yxx²{1校園内研修

等²通x危機管理意識やv断力~向上²図»2 

û �防災Ü全課x~連携{努±1実践的z防災訓練や

避難所開設{向け�協議等²実施w1評価改善y»s

xw防災体制~充実²図»2 

№ 取組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 感染症û熱中症等1 

予防~�±~能力û

態度~育成 

û T種感染症û熱中症等~予防ÿ策²正wく理解u

せ1予防y»能力や態度²育v»2 

Ā 危機管理へ~取組~

充実 

û 地域1警察1Ó路関係者等x連携w�学校Ü全²推

進y»体制²構築y»xx²{1通学路~\\点検~

実施û整備1地域Ü全マッ÷~作成等²通x1危険箇

所~情yq有や日常生活{潜°危険~予測zy1交通

Ü全ÿ策や不審者等へ~防犯ÿ策{tいv1的確{v

断y»力²育成y»2 

 

学校園�1子y²��~学習û生活~|wあ»x\時{1防災活動や避難所~拠点w²

あºまy2学校園w�1事故や災害1様々z感染症zyへ的確{ÿ応w}»危機管理体制

²確立w1大}z災害{²ÿ応w}»防災教育~推進や学校防災体制~充実|求±¹¼ま

y2 

ま�1地域w²子y²��{ふ»ux~自然~美wux\時{災害時~脅威{tいv伝

え�º1交通Ü全や防犯zy{²一緒{取º組³�ºy»zy1学校園x地域住民1関係

機関1ボランテ³²zy|一体xzs�防災教育²一層進±vいくsx|ß要wy2  

 

教育~方向性Ā 夢や志²抱}z|¹子y²|育t教育環境~充実 
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ÿāĀ学校園施設の整備û維持保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÿĂĀアüûギü疾患への対応 

 

ā Ü全意識~向上 û 自¹~命²Ûº抜く�±{主体的{行動y»態度²

育成w}»¸う1学校園w~防犯研修やボランテ³²

{¸»見Ûº活動1交通Ü全û防犯教室等²実施y»2  

Ă Ü全計�~取組 û 幼稚園û保育所û認定sy²園û放課後児童¿ラö

�1施設tx~Ü全計�²定期的{見直y2 

û 施設²利用y»子y²~Ü全²確保y»�±1施設

~Ü全点検~実施やÜ全確保²確実{行う�±~職員

~研修û訓練等{計�的{取º組°2 

№ 取組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 学校園施設設備1 

遊具等~Ü全点検~

実施 

û 子y²��~Ü全²確保w1学習環境²向上uせ» 

�±1学校園~施設設備1遊具等~定期的z点検²実 

施y»2 

û 児童生徒~熱中症予防²図»xx²{1避難所環境

~向上²図»�±_û中学校体育館~空調設備²yy

±»2 

Ā 学校教育施設~ 

長Ā命化~推進 

û 学校教育施設�1児童生徒等~学習û生活~|wあ

»xx²{1非常災害時{�地域~避難所xwv~役

割²担う�±1<香美�学校教育施設個w施設計�=

{²基u}1学校教育施設~長Ā命化²図»xx²

{1経年劣化{¸»不具\箇所等~営�û修�²実施

y»2 

ā 学校環境衛生~ 

維持û改善 

û <学校環境衛生基準={基u}1健康的w快適z学

校環境²維持y»�±1施設~日常点検û定期検査²

実施y»2 

№ 取組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ 自己管理能力~育成 û <学校{おけ»²üû¾ü疾患ÿ応マニュ²û= 

(�教委){基u}1正wい知識x緊急時~ÿ応能力²

身{付け1²üû¾ü疾患²有y»幼児や児童生徒~

発Ô段階{応x�自己管理能力²育成w}»¸う1保

健指^や生活指^²行う2 

Ā 組~的û計�的z 

予防~推進 

û 食物²üû¾ü~状況²定期的{把握w1除去食や

代替食zy{関wv学校給食センタüx~q通理解²

図»2 

ā 連携w�緊急時ÿ応

~確立 

û 家ÿx~連携²密{w1²üû¾ü発生時{�1全

教職員|救急処置²行え»¸う1関係機関x~連携²

含°校園内救急体制²確立y»2 
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＜基q方針７＞ 学校~<組織力û教育力=~向上 

 

ÿÿĀ学校運営の自律的・組織的z推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÿĀĀ教職員の資質・能力の向上へ向けた取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 取組]ÿ実践�目Ā 主 z 内 容 

ÿ 家ÿや地域{開{¼

�学校運営~推進 

 

 

û <学校評価ÿンùöッ¿(ÿ補版)=(県教委)²参考 

{1学校評価²通xv1yyv~教職員|日々~取組 

~成果や課題²q通理解y»2 

û 学校運営~見öwや改善²計�的{実施y»xx� 

{1学校園�¸ºやûüĀúü¸zy²活用wv広く 

情y²公表w1家ÿや地域x~連携²深�1開{¼� 

学校園運営{努�»2 

Ā 指^力²高�\う 

組織uくº~推進 

û yyv~教職員|q{学び\い1\僚性~構築²組

織的{進�»2 

№ 取組]ÿ実践�目Ā 主 z 内 容 

ÿ 校内研修~充実 

 

 

û 校内研修や日々~教育活動等²通xv研究x修養{ 

努�»xx�{1学校園全体w教職員~資質向上x実 

践的指^力~向上{取º組�2 

Ā T種研修x~積極的

参加 

û uÿ県立総\教育セン¿ü等|実施y»T種研修_ 

x~積極的参加²図»xx�{1香美�教育研修所~ 

T種事業x~連携²図º1若手ûÿùûúüðü~育 

成{努�»2 

ā 教職員xwv~資質

x実践的指^力~ 

向上 

û 法令�守²�x�1教育公務員xwv~高い倫理観

や使命感²自覚w1日々~職務{精励y»xx�{1

研修²通wv絶えz自己研鑽{励�非Õ行ú~防kや

豊{z人間性~涵養{努�»2 

û <管理職資質向上指標=<教員資質向上指標=<教

職員研修計�=(県教委)²活用w1一人一人|自身~

教職生活²振º返º1今後~キャúア¹öü¸²÷¶

インw�ºy»xx�{1u~v~z研修機_²活用

wv1自¹~資質x指^力~向上{努�1指^者xw

v~力量²高�»2 

 

子y���|生}生}x学び1地域{¹信頼u¼»学校uくº~��{�1個々~教職

員~資質能力や指^力~向上�不ÿkwy2そ~��校園長�1教職員|ß身x�{健康

w1一人一人~能力や適性²生{{»¸うz学校運営{努�1常{危機管理意識²持sv

学校全体~組織力1教育力²高�vいくß要|あº~y2 
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ÿāĀ働きやすい学校環境づくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÿĂĀ内面理解{基づく生徒指導の充実 

№ 取組]ÿ実践�目Ā 主 z 内 容 

ÿ 勤務時間~適l化{

向け�取組~充実 

û 定時�勤日やþü部活÷ü1þü_議÷ü~完全実

施xＩＣＴ²活用w�校務û業務~効率化1外部人材

²積極的{活用wv1業務量~削減{努�1勤務時間

~適l化²図»2こ~¸うz働}|い~あ»学校園u

くº{向け�取組{tいv学校�¸ºや広y�1県û

市�q\āッセü¸等²活用wv保護者や地域x~理

解Ð進{努�»2 

û 健全zワü¿ûùイõûĀùン¹~保持{努�z|

¹1一人一人|意欲²持sv教育活動{取º組�»¸

う1<ワü¿ûùイõûĀùン¹実現{向けv～教職

員~��~_暇制度等～=(県教委)~活用²図»xx

�{年l_暇zy~取得²Ð進y»2 

û _û中学校{zいv�1<統\型校務支÷·¹ö 

Ā=※24<備品管理·¹öĀ=²¸º一層活用w1業 

務~改善x効率化²進�1児童生徒x向}\う時間~

確保²図»2 

Ā ÿù¹āンø~zい

職|環境uくº~推

進 

û <ÿù¹āンø防k指針=(県教委1�教委)²活用 

w1定期的{研修²実施y»xx�{1教職員一人一

人|人権意識²高�1意欲²�sv教育活動{取º組

�»¸う1学校環境uくº²推進y»2 

ā 健康{配慮w�校園

内体制~構築 

û 全教職員~勤務時間²適l{管理y»��~<記録

簿=~集計²行うxx�{1経年比較²行う2 

û 定期的z衛生委員_等~開催{努�1教職員~āン

¿ûøû¹~保持û増進{配慮w�体制²構築y»2 

№ 取組]ÿ実践�目Ā 主 z 内 容 

ÿ 児童生徒理解{基u

く指^~充実 

û 日�{¹児童生徒~言葉{耳²傾け1日常生活{z

け»変化{気²配º1人間的zふ¼あい²通wv一人

一人~内面{対y»q感的理解²深�1信頼関Ï²築

いvいくこxw1個々~ÿ能性²¸º~ïw}»¸う

適切z指^²行う2 

Ā いx�問題x~対応 û 香美�及びT校~<いx�防k基q方針={基u 

}1定期的z生活アンÁüø調査や教育þ談等²充実

u{1いx�~積極的z�知{努�»2 

û <いx�対応þニュアû=や<いx�o然防k÷ロ

ÀùĀ=(県教委)²活用wv1o然防k1早期~見û

早期対応{努�»2 

û <いx�対応ñüĀ=等1組織的対応~徹底{¸º

教職員~意識x対応能力~向上²図º1家ÿや地域1
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 関Ï機関等x~連携²深�»2 

ā 不�校~o然防kx

支÷~充実 

û 一人一人~¸uや持�味²生{w1�³z|活躍w

}»授業uくºや集団uくº{取º組�1子y���

~ÿ能性~伸長及び社_的資質û能力~~Ô²支え»

~Ô支持的生徒指^²推進y»2 

û T校w作成w�不�校対策支÷÷ùン等²全教職員

wq通理解w1実践û検証û改善y»zy PDCAµ

イ¿û{基uく組織的対応²実践y»2 

û <ñüĀ学校=xwv1¹¿üûカウンセùü1¹

¿üûソü·ャûワüカü1教育活動支÷員1教育þ

談セン¿ü (ふ¼あいûüĀ )等関Ï機関x連携²x

º1児童生徒| SOS²出y力²身{付け»教育²推

進y»xx�{1校内µýüøûüĀやÿ人ÿĀ端p

²活用y»zy1児童生徒~社_的自立{向け1個々

x~適切z支÷や多様z居|所~確保{努�»2 

Ă 部活動指^~充実x

部活動改革~推進 

û 県教委並び{香美�<い}い}運動部活動=及び

<文化部活動~あº方{関y»方針=(県教委)²踏~ 

え�適切z指^²行い1自主的û自~的z活動w1個

性²伸長w1好~wい人間関Ï²育v»xいう部活動

~教育的意義²再�識w1対話²重視w�指^²行う2  

û 中学校{zけ»_日部活動~地域展開{向け1学校

x地域|連携wv段階的{実施w1部活動改革²推進

y»2 

消火訓練~様子ÿ中学校Ā 

通学路~\\ù検~様子 
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＜基本方針８＞ 家庭の教育力の向上 

 

（１）親としての学びの支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校と地域との連携 

 

 

 

 

 

（３）子育て支援の充実 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 親学習(親業)※25の 

推進 

・ ＰＴＡ活動や保護者会などの機会や場を通じて、子

育て中の親同士や子育て経験者との交流を進めるとと

もに、情報の提供に努める。 

２ 生徒指導等における

連携推進 

・ いじめなどの問題行動、ＳＮＳ等の問題に迅速に対

処していくため、保護者と学校が一層の連携を図り、

スマートフォン等の利用に関する家庭でのルールづく

りや使用マナーの徹底に努める。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 学校を核とした 

確かな絆づくり 

・ 子どもたちの学びや成長を支える多様な取組など、

学校園と地域が連携・協働して行う活動を通じて家庭

と地域の交流につなげる。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 子育て・子育ち支援

センター事業の充実 

・ 子育て・子育ち支援センターにおいて、子育て相談

のしやすい環境づくりを行うとともに、親子の参加行

事を工夫しながら子育て中の親同士の交流促進に取り

組む。 

２ 放課後児童クラブ及

び幼稚園預かり保育

事業の充実 

・ 放課後児童クラブや幼稚園預かり保育事業を実施

し、教育時間終了後、土曜日、長期休業日などに就労

等の理由により保護者が在宅していない家庭を支援す

るとともに、安全な遊び場や生活の場を提供し、子ど

もの健全な育成を図る。 

３ 延長保育事業の充実 ・ 保育所及び認定こども園において、保護者の就労等

の理由により保育時間の延長が必要な子どもの延長保

育を実施し、保護者が働きやすい環境の充実に取り組

む。 

 

家庭教育はすべての教育の出発点であるという認識に立ち、親学習の充実に努め、家族

のふれあいを通して、基本的な生活能力、倫理観、社会的マナー等を身に付けさせること

が大切です。 

 

教育の方向性３ 学校・家庭・地域が一体となったふるさとの教育力の向上 
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Ă 病児保育事業~充実

及s利用促進 

û 病児保育室<zrさま={zいv病気~子y²²保

育w1就労等~理由{¸º看護|困難z家庭²支援y

»2 

û 病児保育室~利用促進{向q1チラシ配布等{¸»

保護者x~周知{努±»2 

û 村岡区û_代区{zq»病児保育事業~実施{向q

た検討²ýþwv行う2 

作品作º²wvい»様子 

遊³wい»様子 

完成wた作品 
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＜基本方針９＞ 地域の教育力の向上 

 

（１）地域学校協働活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 学校支援活動の充実 ・ 地域の人々が学校支援ボランティアとして学校を支

える「ふるさと教育応援団」の取り組みの中で、地元

の農業体験等をしながら、地域が抱えている課題も伝

えていく。 

・ 登下校時の見守りや、本の読み聞かせ、学校周辺の

環境整備、ふるさと学習の講師など、住民が学校を支

援する活動を通じて、学校・家庭・地域が一体となっ 

た体制づくりに努め、コミュニティ・スクールと協 

議、活動の棲み分けを行いながら、地域と一体となっ

てふるさと教育に取り組む。 

２ 放課後子ども教室の

充実 

・ 地域の方の協力を得ながら、子どもたちの見守りや

指導をしていただく教育活動推進員の確保を図り、公

民館や学校の空き教室等を利用して、子どもたちが放

課後を安心・安全に過ごし、仲間とともに、さまざま

な体験や交流ができる「放課後子ども教室」を開催す

る。 

・ 香住区内の小学校再編後も「放課後子ども教室」 

は、旧小学校区単位で開催するとともに、地域の子ど

もの数が減る中で、新たな地区でも教室が開催できる

よう模索する。 

３ 土曜チャレンジ学習

事業の充実 

・ 地域の多様な経験や技能を持つ人材や事業所、町内 

高等学校等の協力により、２つの中央公民館 (香住 

区、村岡区・小代区)において、ふるさとの自然や産  

業を学びながら、何事にも挑戦する意欲を育み、大人

になってからも、ふるさとを愛し、ふるさとを心に抱

き続けることができる活動の展開を図る。 

・ 参加者のニーズに対応した内容の更新を図りつつ、

子どもたちが今後生きていくうえで必要な知識、経験

を身に付けていくような事業を展開する。 

 

香美町の子どもたちが大人になってからも、ふるさとを愛し、ふるさとを心に抱き続け

るためには、今を生きる子どもたちに地域の大人たちが、さまざまな体験活動や伝統行事

を体験させ、ふるさとの思い出づくりを支援することが大切です。 

また、地域全体で子どもたちの遊びや体験を通しての成長を支えるとともに、「学校を

核とした地域づくり」をめざすため、学校と地域が目標を共有し、連携・協働する活動を

一層進めていくことが重要です。 
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ÿĀĀコミュニティûスクüルÿ学校運営協議会制度を導入した学校Āの推進 

 № 取組名ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

ÿ コミュニテ³û¹ク

üû~活動~充実 

û 学校x地域住民等|力を合わせv学校Û営{取º組

�1地域~声を積極的{�{w�特色あ»学校uくº

を進�»��1学校Û営協議会を中ßxwv実効性~

あ»取組を行う2 

û コミュニテ³û¹クüûx地域学校協働活動を一_

的{推進y»sx{¸º1<地域xx�{あ»学校u

くº=を�vw1社会総|{ºw~教育実現を図»2 

û コミュニテ³û¹クüû活動~充実を図»��1学

校Û営協議会委員や教職員を対象{w�研修会~開催

や学校x地域住民等|意見交換を行うワüク·ョッ÷

等~開催{取º組�2 

ボランテ³²{¸»öックトüク~様子ÿ_学校Ā 

登校時~見Ûº~様子ÿ_学校Ā 
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＜基本方針１０＞ 生涯学習の充実 

 

（１）地域の絆をつくる公民館活動の充実 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

1 公民館事業の充実 ・ 公民館は、地域の担い手づくりと自己実現をめざし

た学びと実践の拠点として、さまざまな年代層に応じ

た学習ニーズや地域課題に対応したリカレント教育※26

や地域の特色を生かした学習活動の機会を提供する。 

・ 公民館活動の企画運営を通じて、参加者の自主性・

主体性を育み、併せて、自主活動等に係る講師等を講

座内、サークル内で育成できる体制づくりを構築し、

新規講座も開設していく。 

・ 公民館講座の作品展の回数を増やし、講座生の創作

意欲、充実感の向上、講座参加者の増加を図る。 

・ 地域内における各種団体や事業間をつなぐパイプ役

となり、連携を深めることにより地域コミュニティづ

くりの促進を図る。 

・ 地区公民館施設の老朽化等に伴い、空き校舎等施設

利用を踏まえ、今後の地区公民館の移設、建替え等を

進める。 

・ 公民館等で、子どもたちが学習できるスペースの提

供を検討する。 

２ 高齢者の社会参加の

推進 

・ 公民館活動での学びや交流を通じて、豊かな経験や

知識、技能を高めることにより、高齢者の生きがいづ

くりと仲間づくりを支援するとともに、子ども講座の

講師を担うなど、時代を引き継ぐ役割等についても考

慮し実施できるようにする。 

・ 人口比率における高齢者の割合が高まる中で、高齢

者対象及び参画事業の充実を図るとともに、その前段

階の年齢層へのアプローチとのつながりを担う仕組み

づくりを構築する。 

３ 地域の青少年活動 

への支援 

・ 青少年がふるさとに愛着を感じ、地域社会へ参画し

たり、地域貢献したりする意欲を高めるため、青少年

育成団体の主体的な体験活動やボランティア活動等の

取組を支援する。 

 

高度化・多様化する生涯学習へのニーズに的確に対応していくため、地域の人材を活用

した生涯学習指導者の養成や公民館等の社会教育施設の機能の充実が求められています。 

また、あらゆる差別、いじめ等による人権侵害のない、町民相互の人権が尊重される町

をめざして、関係団体等との連携により、生活に密着した人権学習を進めていきます。  

 

教育の方向性４ ふるさとに学ぶ生涯学習社会づくりの推進 
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（２）読書活動の推進 

４ 「青い鳥学級」の 

活動の充実 

・ 視覚障害者の皆さんが、幅広い教養や知識を取得す

るとともに、交流を通した仲間づくり、共に生きる喜

びを創造する生涯学習の場として、「青い鳥学級」を

開設する。 

・ ボランティア登録者の協力を得ながら、近隣市町の

青い鳥学級との交流や、音楽に親しむプログラムを導

入するなど様々な体験活動を取り入れ、学級生の学習

意欲を高める魅力あるプログラムを展開し、内容の充

実を図りながら、関係団体から学級対象者の情報提供

を得て、学級生の掘り起こしを行う。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

1 「町じゅう図書館」

活動の推進 

・ 香住区中央公民館、村岡区中央公民館、各地区公民

館図書室間のネットワークにより、貸出等を進めると 

ともに、因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏※27の 

公共図書館や電子図書館の相互利用事業など町外ネッ

トワークを活用し、町民への図書貸出サービスの質の

向上を図る。 

・ 読書機会を増やすため、移動図書館車が町全体の学

校園、地区公民館や地域を巡回する。土日の定期巡回

に加えて、試験運行中の香住区巡回移動図書館車の運

行内容や平日運行、停車場所や効率の良いルートを検

討し、より本を手に取れる機会を確保する。 

・ 小・中学校と連携し、おすすめ図書を貸し出す「本

わか文庫」の推奨を図るとともに、図書館司書が、学

校園でブックトークや図書室活用の授業を実施し、学

年に合わせた読書の楽しさを子どもたちに伝える。 

・ 読書活動の充実を図るため、図書館司書を中心に、

読書活動推進員会を開催し、本に親しみ、家庭での読

書習慣確立に繋がるような活動を促進する。 

・ 読書推進を通じて、情報や知識をインプットするだ 

けではなく、ビブリオバトル※28やポップ作成など表 

現する機会をつくり、アウトプットする力や表現力を

高められるよう推進する。 

・ 各公民館図書室の蔵書検索や貸出状況をインターネ

ットやスマートフォンで気軽に確認ができるシステム

やインターネット上でのホームページ情報の内容を充

実させ、住民が利用しやすく、調べるたびに楽しみを

感じられる環境を整える。 

２ 乳幼児が本に触れる

機会づくり 

・ 乳幼児期から本に出会い、楽しむため、乳幼児健 

診、保育所、認定こども園などに出向き、年齢に応じ
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ÿāĀふるさと教育の推進 

�本{ï¼»機会²t�»2 

û <香美�子y�~読書活動推進計�={Āu}1乳

幼児期{¹~絵本~読�聞{せ²Ý点ö{行うxx�

{1就学前´_û中学校~~達段階{応x�読書活動

²推進w1�涯²通x�読書{¸»知識習得~習慣化

²図s�º1v断力1想像力~Ā礎²ÿs�ºy»2 

û 絵本~読�聞{せ研修会²開催w1読�聞{せÀû

ü÷~情y交換´¹½û²ッ÷²�vyxx�{1読

�聞{せÀûü÷~活動{}芝居´¹トüúüテúン

Àzy²取ºu¼1本{親w�機会²設�»2 

№ 取組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

1 <u»uxz�w½

~=~開催 

û 地区公民館�1地域w~子y�²育v»取組xw 

v1多様z経験´技術²持t人(u»ux�~wº博  

士 ){¹1w�縄u�ºzy~伝統öz知恵1山û 

川û海²活用w�自然体験等²学v<u»uxz�w 

½~=²1�āÞ開催y»2 

û 学校再編{応xv募集¸ú²²ã大w1保護者|未

来~u»ux�~wº博士{z¼»¸うzß組�作º

²行う2 

û �~歴史ö人物û自然û歴史û伝統文化ûw業zy

~T分Þ{詳wい人²<u»ux�~wº博士={�

録w1u»uxz�w½~²始�1公民館講ÿ´学校

~u»ux学習1u»ux教育応援÷~講師xwv活

用y»�x{¸º1地域~教育力²高�»2 

ā <u»ux語º部養

成講ÿ=~開催 

û 次~世ï~u»ux教育~担い手²育成y»��1

民話zy1地域~特色²語¼»u»ux語º部²養成

y»2講ÿ~最後{�y告会²行う2 

û 開催|所�Ă区wýüテü·ョンw1ð和８�þ�

_ï区w開催y»2 

Ă 地域行事x~参加~

Ð進 

û 子y���|u»ux~良u²再~�w1{着²深

�»�x²目öxwv1青少�育成÷体等x連携w1

地域w取º組~¼vい»伝統行事´u~v~z体験活

動²周知y»�xzy{¸º1子y���~地域行事

x~参加²Ðw1u»ux²{y»子y�²育�2 

ă <u»ux教育交流

会=~開催 

û 青少�育成~関Ï者|一堂{会w1�内w取º組~

¼vい»様々zu»ux教育´青少�uy育成活動等

²実践~表y»2 

û <日本一~u»ux給食=~取組展示´試食会²通

xv<u»ux教育=~成果²共有y»2 

û 地域y体w子y�²育v»環Ûu�º´1u»ux 
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ÿĂĀ人権教育の推進 

 

²担う子y�²育�事業xwv<u»ux教育交流 

会=²開催y»2 

û 交流会w�地域w子y���|学び1活動wvい»

姿²~表w1u»ux教育~意義²伝え»2 

Ą u»ux¶{º~Y

人þン¼~活用 

û <u»ux¶{º~Y人þン¼：前田周û物語=²

総\öz学習~時間zyw活用w1�内w業´à{地

域~展{貢献w�人zy1u»uxx~興味関心~向

N´将来~�}方zy²�え»½ャú²教育{繋�v

い�2 

№ 取組]ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

1 人権W~~推進 û 人権~尊Ý²普Ýöz価値観xwv共有w1ÿw´

_�1不\理²z�y意欲´態þ²育v»学習´人権

講演会~開催等²�人権推進室x一体xzsv推進y

»2 

û 人権研修会等1人権�覚x人権意識²醸成y»機会

~提供{ü�»2 

ā 人権学習~推進 û 香美�人権教育研究協議会x~密接z連携~Ow1

女性1子y�1高齢者1障害~あ»人1\和_題1外

国人´性öþ´þúテ³1ýット{¸»»謗中傷等~

人権{{{わ»º題~ë決{向�1人権教育{総\ö

{取º組�2~�1人権~授業研究会{積極ö{取º

組�2 

û <香美��涯人権学び÷ùン事業=等{¸º�涯人

権²学びþ�»児童�徒²育成y»2 
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＜基本方針１１＞ スポーツの振興 

 

（１）スポーツ教室の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）継続できる生涯スポーツの推進  

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 幼児体操教室の開催 ・ 運動への興味を促すことを目的とし、就学前の子ど

もとその保護者を対象とした親子体操教室、5 歳児を

対象とした元気体操教室を開催する。参加者にニーズ

調査等を行い、教室のメニューの更新を図る。 

２ 巡回体操指導の開催 ・ 生活の中で体を動かすことの楽しさ、習慣を身に付

けることを目的とし、各園に職員が指導補助として出

向き、幼児運動プログラムに即した体操教室を実施す

る。 

３ 楽しいスポーツ教室

の開催 

・ 運動技術の向上とスポーツにおけるマナー、年代を

超えた交流など、青少年の健全育成を目的とし、小・

中学生を対象に、町スポーツ協会各種目協会等と連携

し 12 のスポーツ教室を開催し、新メニューなど機会

の充実を図る。 

・ 若者のスポーツ離れが進みつつある傾向のなか、新 

しい時代のスポーツ「アーバンスポーツ」※30の普及 

を図るため、ボルダリング教室等を開催し、普及啓発

を図る。 

４ 健康体操教室の開催 ・ 日頃の運動不足の解消、介護予防などを目的とする 

スポーツと健康を融合した事業の展開を図るととも 

に、スマートフォン等を活用し、利用者自身が身体、 

運動状況の把握、健康状態の管理が行えるようなウォ

ーキングアプリの開発、検討を行う。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ ラジオ体操の推進 ・ 負荷が少ない全身運動であり、健康の保持を図るた 

め、有資格者等による出前講座の開設、スポーツ大 

会、イベント等の準備運動としてラジオ体操を実施する。  

・ 住民による体操のメリットを伝える等、普及活動に

努める。 

 

スポーツは、町民の体力向上、健康増進、人と人との交流による地域づくりにおいて重

要な役割を果たします。このため、多くの町民が幅広くスポーツに接する機会を提供し、

生涯にわたってスポーツに携われる環境形成を図る必要があり、年代に応じたスポーツ教

室、大会等を開催するとともに、社会体育施設の充実や利便性の向上を図ります。また、

手軽に継続できるスポーツの普及啓発や、運動能力・技術の向上への取組、ふるさとの環

境を生かしたスポーツの推奨や、スポーツツーリズム※29を推進するほか、多くの取組に

おいて目標を設定し挑戦する人材育成を図ります。 
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（３）香美町ならではのスポーツの取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）スポーツレベルの向上 

 

 

 

 

 

 

（５）スポーツツーリズムの推進 

２ ウォーキングの推進 ・ 体脂肪の燃焼や体質改善、生活習慣病予防を図るた

め、イベントや教室の実施、出前講座を開設する。 

・ ウォーキングをする人の目的（健康や観光）に合わ

せたウォーキングイベント開催に向け講義、助言を行

う。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 卓球の推奨 ・ 室内競技であり、少人数でも参加できることなどか

ら推奨しており、技術レベルの向上を図るため、オリ

ンピアン講習会時の指導内容を練習に取り入れ、日々

の練習の成果を発揮する場として卓球大会を開催す

る。 

・ 練習環境の向上を図るため、ニーズ調査を行う。 

２ 駅伝の推進 ・ 仲間と同じ目標に向かう中で生まれる達成感を体得

するとともに、練習の成果を発揮する場として駅伝記

録会等を開催する他、レベルの向上をはかるため、教

室等を開催する。 

３ スキーの推奨 ・ 競技者のレベルの向上を図るため、オリンピアンに

よる講習会、クラブチームや部活動など練習の成果を

発揮する場として大会等を開催する。また、指導者の

資質の向上を図るため、助成制度を活用した指導者へ

の講習会参加、資格取得を促す。 

４ 雪合戦、スノーシュ

ーの推奨 

・ 雪合戦競技としてチームワークを学ぶ取組や、スノ

ーシュー体験を通じて生涯にわたり記憶に残るふるさ

とへの取組を進める。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 指導体制の充実 ・ 指導者の資格取得等にかかる助成制度の周知に努

め、事業実施により指導者の資質の向上を図る。 

・ 日本体育大学との連携協定により、講習、講演会を

開催する。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ ウォーキング、ハイ

キング、マラソン、

の推進と、WMG（ワ

ールドマスターズゲ

ームズ）※31に向けオ

リエンテーリングの

体験講習会実施 

・ リピーターの確保、参加者の増加を図るため、スポ

ーツと観光を融合したアンケート調査等を実施し、大

会等のめざすべき姿の合意形成を図る。 

・ ツーリズム向けウォーキング大会の開催を検討す

る。 

・ 各大会、イベント毎に、最終的な大会等のありたい

姿「目標」の合意形成を図る。 
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（６）社会体育施設の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ WMG の開催を身近に感じてもらうため、小中高生

にオリエンテーリングの体験会、講習を行う。 

２ 山・川・海を活用し

た大型イベントの継

続 

・ 自然を生かしたスポーツツーリズムとして実施した

山岳縦走登山を継続して実施するため、事務局を委託

し、運営を支援する。 

・ 令和 8 年度全国高等学校総合体育大会（登山競技）

開催に向け、支援を行う。 

３ WMG の外国人選手の

誘客 

・ WMG の外国人選手の誘客のため、受入宿泊施設の

情報提供や観光プランの作成、ホームページの更新と

検索エンジンにおける上位掲載を図る。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 施設整備の充実 ・ 利用者が安全に施設を利用できるよう、計画的な補

修、改修、備品の整備を進める。 

・ 利用状況に合わせた施設整備の見直しや、小・中学

校の施設の利用促進を図る。 

・ 利用の少ない施設については、利用率の向上を図る

ための計画策定や、試験的な施設の活用を行う。 

・ 管理者が、点検項目を定め定期的に施設の点検を行 

い、施設の長寿命化に繋げる。 

・ 利用者の利便性の向上を図るため、オンラインによ

る施設予約のシステム構築やリモートロック等の導入

を検討する。 

卓球講習会の様子 

スノーシューハイキング 
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＜基本方針Āā＞ 文化芸術活動~振興x文化財~保存û活用 

 

ÿÿĀ文化芸術活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÿĀĀ文化財保存活用地域計画の具体的な取組 

№ ×組名ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

Ā 音楽{u¼»機会~

創出 

û �内~小学校 6年�1中学�を招いv1¿ùシッ¿

ピアノコンサüトを開催す»2 

û 小学校w~¿ùシッ¿アウトúüチコンサüトを開

催す»2 

û ¿ùシッ¿音楽{親し�た�1楽器~体験会1初心

者向�教室を開催す»2 

ā <豊岡演劇祭 2026=

~開催 

û 豊岡演劇祭実行委員会|実施す»<豊岡演劇祭 2ÿ

ā６=を�内 2カ所w開催し1小学校へ~アウトúü

チプýÀùムを実施す»2 

Ă 文化芸術団体へ~ 

支援 

û �民|主体的{行う文化芸術活動を支援す»た�1

香美�文化協会{補助金を交付す»2 

ă 文化ホüû事業~ 

実施 

û �民|質~高い文化芸術{ï¼»機会をつ�»た 

�1香住区中央公民館文化ホüûを活用した事業を年

5回程þ実施す»2~た1�民~活動~成果を発表す

»�民参加型~コンサüト�実施す»2 

№ ×組名ÿ実践項目Ā 主 z 内 容 

Ā u»さx{~zv 

た�~×組 

û 大乗û障壁�üプúカ作成事業{補助金を交付す»2 

û 第 2期文化財保存活用地域計�を策定す»2 

ā u»さxをい{す 

た�~×組 

û 歴史文化{ÿす»理ëを深�»た�1歴史文化講ÿ

zyを開催す»2 

û 各公民館等x連携しv歴史文化~保存ûý承活動を

行う2 

û 大乗û障壁�1文堂古墳x山陰道を活用したイベン

トを開催す»2 

Ă u»さxをつz� 

た�~×組 

û 未来へ残す財wxしv1文化財を適切{保存û管理

す»2 

 

�民|文化芸術{慣¼親し�1自¹創出し発信す»こx{挑戦w}»¸う{文化芸術{

ï¼»機会をつ�»xx�{1文化芸術活動を支援し~す2 

文化財�地域w育~¼た歴史的文化活動~所wwあº1地域~特徴を顕著{表し1人々

~心~拠º所xz»�~wす2令和ā年{文化庁認定をØ�た<香美�文化財保存活用地

域計�=※32~<u»さx{~zびûい{しûつz�=~方針を基本xしv文化財~調査û

保存をýþしv実施し1文化財~新たz活用{結びつ�¸うz×組を進�~す2  

地域w伝承さ¼v}た伝統行事�1地域~一体感を醸し出す重要z要素wあº1地域~

つz|ºを一層強�»た�1伝承団体~活動を支援し1地域文化~ý承を図º~す2  
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û 地域w伝承さ¼vい»伝統行事zy~ý承~た�~

事業を支援す»2 

小学校w~コンサüト~様子 

松孔雀図 
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 用語解® 

 

※注Ā(Āⅰ) AIĉ<Artificial Intelligence=ÿ²üö³õ³Çăûû´ンöúÈ·ンÉĀ~略wあ

º1日q語w�<人工知能=wあ»2   

 

※注ā(Āⅰ) IoTĉ<Internet of ThingsÿĂþ~´ン¿üýóøĀ=~略wあº1様々zĂþ|´

ン¿üýóø{接þu¼1相互{情y交ûy»ß組�²指y2 

 

※注Ă(Āⅰ) Society 5.0ĉs|国|目指yy}o来社会~姿wあº1û猟社会ÿSociety 1.0Ā1

農耕社会ÿSociety 2.0Ā1工業社会ÿSociety 3.0Ā1情y社会ÿSociety 4.0Ā{þ

く新�z社会2第 5 期科学技術基q計�ÿ�r 28 � 1 o 22 日¸議決定Ā{zい

v1<Å´ðü空間xõ³È»û空間²高度{融\u{�ÇÉöĀ{¸º1経済発展x

社会的º題~解決²両立y»人間中ß~社会=xwv初�v提唱u¼�2 

 

※注ă(Āⅰ) ¶·ûビü´ンÀĉº{{xsvq質的{価値~あ»状態1t~º1そ~人{xs

v究極的{善い状態1そ~人~ë己利益{{zう�~²ß現w�状態2教育再�ß行

会議~第十Ðl提言ÿî和Ă�ąoĀw�1<ýÉøÃýú期{zけ»新�z学び~在

º方²考えvいく{当�sv1sうw�º題²解決y»��{�1¶·ûビü´ンÀ=

~理念~ß現²目指ysx|Ý�wあ»x~結論{至º~w�2=x記u¼vい»2 

 

※注Ą(ĀĀ) ＩÿＴĉÿinformation and communication technologyĀ~略2情y処理や通信

{·y»技術~総称w1一般{情y通信技術x訳u¼»2教育分Þ{zいv�1Ｉÿ

Ｔ機器²効果的{活用y»sxw1授業~効率化1個別学習1~�1主体的û協働的û

探究的z学び~充ß|期待w}»2 

 

※注ą(ĀĀ) ăＩăＡÉ¿üû構想ĉ児童�徒向け~一人一Ā端px1高�大容ß~通信ýóø

ワü¿²一体的{整備w1多様z子y���²º一人×º残ysxzく1|正{個別

最適化u¼�創 性²育�教育²1y国~学校現|w持þ的{ß現u{»構想2 

GIGAx� Global and Innovation Gateway for All~略2  

 

※注Ć(ĀĀ) NEXT GIGAĉ文部科学省|推進y» GIGAÉ¿üû構想~第 2段階²指y÷ýÈ

·¿ø]2第Ā段階~r果²基{1u¹{進化w� ICT教育環境~整備x活用²目指

y2 

 

※注ć(Āā) Ãÿõûö³ûÉ¿üûÿ学校Û営協議会制度Āĉ子y���や学校²×º巻く環境

|複雑化û多様化y»中1子y���や地域~輝くo来²創»��{�1<社会総掛{

º=w~対応1学校û家ÿû地域{¸»一体的z×組|ß�wあº1そ¼²ß現ÿ能

{y»ß組�~一t|Ãÿõûö³ûÉ¿üû~制度wあ»2 

 

※注Ĉ(Āā) <非認知能力=ĉ¯�û書}û計算zy~認知的能力{対wv1数値化w{くい能力

~sx²言う2具体的{�1ë¹主体的{物Ï{×º組�1ë分~気持�²Ãンøý

üûy»1à者xÃÿõûÁüÇ÷ン|×¼»1ë分{ë信²持tzy~sx2乳幼

児期{sうw�能力²育�sxw1r÷後~精神的z健yuや社会性²高�»資質x

z»x考え¹¼vい»2ÿāÿĀw�<社会情動的Éキû=x言い表u¼vい»2 

 

※注 10(Āā) <幼児期~終わº~w{育svほwい姿=ĉ幼稚W教育�領等{示u¼�幼稚W教

育等{zいv育��い資質û能力|育~¼vい»幼児~具体的z姿wあº1特{Ą{

児後半{�¹¼»¸う{z»姿2具体的{�1l~Āÿ~姿wあ»2d健康zßx体1
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eë立ß1f協\性1g道徳性û�範意識~芽�え1h社会�活x~{{わº1i思

考力~芽�え1jë然x~{{わºû�}尊Ý1k数ßや図形1標識や文_zyx~

·ßû感覚1l言葉{¸»伝え\い1m豊{z感性x表現2 

 

※注 11(ĀĂ) 第Ă期香美�子y�û子育v支÷Ï業計�ĉ<子y�û子育v支÷法={定�»子

y�û子育v支÷~��~施策²総\的{推進y»��~基q指針{即wv1市�x

|教育û保育及び地域子y�û子育v支÷Ï業~提供体制~確保や業務~Ö滑zß施

²目的{Ą�²Ā期xwv市�x|定�»計�2î和Ć�度{¹î和ĀĀ�度~w²

計�期間xy»第Ă期~当該計�²策定w�2 

 

※注 12(Āă) キăú²教育ĉ夢や目標²持�{»xx�{1具体的z計�²立vu{1そ¼{向

{sv進³wいく力や1ÃÿõûÁüÇ÷ン能力1º題対応能力等1ë立w�社会人û

職業人xwv1ë分¹wい�}方²ß現y»��~力²育�教育2 

 

※注 13(Āă) 一貫化教育ĉ_û中学校~þë性²確保wz|¹1一貫教育{向けv_û中学校~

u~v~z連携²行う教育²´āüÈwv×º組�香美�xwv~教育wあ»2 

      

※注 14(Āă) <É¿üø»úキõùĀ=ĉ_学校xu学w�子y�|1幼稚Wû保育所û認定s

y�Wzy~Úびや�活²通w�学びx育�²基礎xwv1主体的{ë己²発ïw1

新wい学校�活²創º出wvいく��~»úキõùĀ2_学校学習指^�領w�1É

¿üø»úキõùĀ~編rûß施{あ�sv�1�活科²中ß{行うsxxwvい»2  

 

※注 15(ĀĄ) キăú²ûñÉýüøĉ児童�徒|1_学校{¹高等学校~w~キăú²教育{·

わ»諸活動{tいv1特別活動~学~活動及びûüĀûüĀ活動²中ßxwv1T教

科等x往還w1ë¹~学習状況やキăú²形r²�通w�º振º返s�ºwz|¹1

ë己~変容やr÷²ë己評価w}»¸う工夫u¼�1いわゆ»ýüøõ¹úº的z教

w~¸うz�~2 

 

※注 16(Āą) CEFR(Ëõ±üû) A1üベû相当ïNĉ外国語~ÃÿõûÁüÇ÷ン能力²表y

指標~sxw1欧米²中ß{ßく使わ¼vい»国�標þ�格2T資格û検定試験(ß用

技能英語検定1ÁンöúóÈ英語検定1ＴÿāĂＬ1ＴÿāＩÿzy){zけ»試験結

果~ÉÃ²²1ＡĀ{¹ÿā~w~ą段階w表w1ë分~英語力²û観的{評価y»

sx|ÿ能wあ»2ＡĀüベû相当ïNx�1ß用英語技能検定w�Ă~{相当y»2  

 

※注 17(Āą) 学習者用÷È¿û教科書ĉ}~教科書~Õ容~y部²記録w�電磁的記録wあ»

教w2動�û音声や²ûāüÇ÷ン等~Ãンöンô�1学習者用÷È¿û教科書{�

該当{z1s¼~w~学習者用÷È¿û教wx\様{1学校教育法第Ăă条第ă項{

�定y»教w(補助教w)wあ»2学習者用÷È¿û教科書xそ~à~学習者用÷È¿

û教w²組�\わ{v活用w1児童�徒~学習~充ß²図»sx�想定u¼»2 

 

※注 18(ĀĈ) É¿üûソüÇăûワü»üĉ子y�~家ÿ環境{¸»問題{対処y»��1児童

相談所x連携w�º1教員²支÷w�ºy»福祉~専�家2 

 

※注 19(Ā1ā) 副籍²�{w�居住地校交流ĉ特別支÷学校{在籍y»yyv~児童�徒|1居

住地~_û中学校等~学~{置く副l的z学籍{¸º1組織的{居住地x~tz|º

~維持ûýþ²図»ß組�2 
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※注 20(Ā12) öûðüÅû÷Æ´ン{配慮w�授業uくºĉ特別{教育的z配慮²�y»児童

�徒²含�yyv~児童�徒{1学ぶ喜び1分{»楽wu²感得u{1確{z学力|

身{付く¸う{1授業~在º方²工夫y»sx2 

 

※注 21(Ā12) ´ン¿ûüÇö教育ÇÉöĀĉ û~あ»者x û~zい者|x�{学ぶ|²q

py»xx�{1個別~教育的ûüÊ~ß�z子y�{対w1ë立x社会参加²�据

えv1多様w柔軟z学び~|²提供y»ß組�2 

 

※注 22(Ā14) É¿ンðüù»úキõùĀĉ教育û保育~ß践û提供{係»q通~教育º程2 

 

※注 23(Ā14) ²÷ýüñ»úキõùĀĉ就学前{身{付けu{�い力や育v�い力²具体的{

明¹{{w1W児一人一人|そ~力~育t方向{向{svい»{²確{�1保育ß践

や_学校教育x~接þ{役立v»教育º程~sx2 

 

※注 24(Ā19) 統\型校務支÷ÇÉöĀĉ教務系ÿr績処理1出k管理1時数管理等Āû保健系ÿ健

康診断票1保健室来室管理等Ā1学籍系ÿ指^�録等Ā1学校Ï務系ÿ備品管理Ā1校務

系ÿ掲示板等Āzy²統\w�機能²pwvい»ÇÉöĀw1r績処理�けwzく1

Àûü÷¶·²~活用{¸»情yqp�含�1ßく校務x|�¼»業務y般²ß施y

»��{ß�xz»機能²ß装w�ÇÉöĀ2 

 

※注 25(Ā21) 親学習ÿ親業Āĉ親xwv~役割2<一人~人間²��1養い1社会的{一人前{

z»~w育v»=ßÏ{�zuわ»sx2<親業訓練=�1²āú»~é床ß理学者ø

þÉûÄüøン博士(1918-2002)|開発w�ÃÿõûÁüÇ÷ン÷ýÀùĀwあ»2 

 

※注 26(Ā25)  ú»üンø教育ĉ学校教育²終え�社会人|1そ~後��涯{わ�sv学びþけ1

就労x学習~Å´¿û²繰º返wvいくsx2 

 

※注 27(Ā26) 因幡û但馬麒麟~~�連携中枢都市_ĉ県市�域²越えv医療û福祉1w業1農

業1環境1地域|q交通zy~分Þwß域的z連携²進�1地方創�~一層~拡充û

発展²図º1活性化û持þ的発展²�vy×組²yy�vい»_域~sx2そ~構想

²形ry»市��1uÿ県~香美�1新温泉�x鳥×県~鳥×市1岩美�1若桜�1

智頭�1{頭�~Ć市�wあ»2 

 

※注 28(Ā26) ビöúºðøûĉ参加者|zyy�~q²持�寄º15 分間wq~魅力²紹介w1

最�¯��くzs�q<ñăン÷q=²決定y»<知的書評\戦=2 

 

※注 29(Ā29) ÉýüôôüúÊĀĉÉýüô{·連y»地域資þ²活用w�観光振興{¸º1

交流人口~拡大や地域経済x~波及効果zy²�vy×組 

 

※注 30(Ā29)<²üðンÉýüô=: ð´Ç¿ûûĂø¿ýÉ1ÉÁüøüüù1ñû¿üû1´

ンù´ンÉÁüø1öü´¿ðンÉ1ðöûðóñzy~都市型Éýüô~総称2 

 

※注ĂĀ(Ā3Ā) ＷⅯăĉÿWorld Masters GamesĀ~略2国�þÉ¿üÂüĀÊ協会ÿIMGAĀ

| 4�tx{主ûy»1�涯Éýüô~国�総\競技大会2î和 9�度{O記~xz

º開催予定2 

d大会] ワüûùþÉ¿üÊÂüĀÊ 2027·ÿ 

       e開催期間 2027�ÿî和 9�Ā5o 14日ÿ金Ā～30日ÿ日Ā 17日間 

 f開催競技 |式競技 35競技 59種目 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%83%BC%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%80%E3%83%B3%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%80%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%80%E3%83%83%E3%83%81
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       g開催|所 福井県1滋賀県1京都府1大阪府1uÿ県ÿ香美�ĉºú¸ンöüú

ンÀĀ1奈良県1和歌山県1鳥×県1徳島県 

 

※注 3ā(Ā32) <香美�文化財保`活用地域計�=ĉ香美�~|史文化²総\的{把ãû調査û活

用²xzwvo来xtzいwいく��~計�2î和āÿ2020Ā� 12 o{文化ß~

認定²Øけ�2計�期間�î和Ăÿ2021Ā�度{¹î和Ćÿ2025Ā�度~Ąヵ�2 
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図表ā u»ux意識~醸成{tいvÿ教育振興基p計�<基p目標=関連Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆<全国学力û学習状況調査={z�»児童生ß質問へ~香美�~児童生ß~回答結果¸º 

 

図表Ă 将来~夢や目標{tいvÿ教育振興基p計�<基p目標=関連Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆<全国学力û学習状況調査={z�»<将来~夢や目標²持svい~y{=~問い{対wv1香美�~児童

生ß|<当v�~»=<y�¹{xいえ�1当v�~»=x回答wvい»割\ 
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図表ă 児童生ß数~推移ÿＰă関連Ā  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆<学校基p調査=T�þ 5 oā日現在2ð和 11 �þ(予測)�1住民基p台帳 (ð和 7 � 5 o 1 日現在){¸

» 

 

図表Ą 読書時間{tいvÿＰĄ関連Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆<全国学力û学習状況調査={z�»<学校~授業時間ñ外{，普段ÿo曜日{¹金曜日Ā，ā日当�ºy

¼�¹い~時間，読書²w~y{ÿ電子書籍~読書�含�2教科書や参考書，漫�や雑��除�Ā=~問い

{対wv1香美�~児童生ß|<ăĀVñP=x回答wvい»割\2 

ð和Ć�þ調査w�1<読書時間{tいv=~質問項目zw2 
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図表ą 家庭学習{tいvÿＰĄ関連Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆<全国学力û学習状況調査={z�»<学校~授業時間ñ外{1�日1土日x�ā日当�ºy¼�¹い~時

間，勉強²w~y{ÿ学習塾w勉強wvい»時間や家庭教師{教わsvい»時間�含�Ā=~問い{対wv1

<ā時間ñP=x回答wvい»香美�~_学Ć�生x<Ă時間ñP=x回答wvい»香美�~中学ă�生~割

\2ð和ă�þ{¹�1土曜日1日曜日~学習時間~調査|復活w�2 

 

図表Ć ほ�»指^{tいvÿＰĄûＰāĄ関連Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆<全国学力û学習状況調査={z�»<Y生�，あz�~¸いxこ½²��v�¼vい»x思い~y{=~

問い{対wv1香美�~児童生ß|<当v�~»=<y�¹{xいえ�1当v�~»=x回答wvい»割\2

ð和Ą�þ{�1p問い{tいv~調査|復活w�2 
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図表ć 外国語活動1英語学習{関y»児童~意識{tいvÿＰą関連Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÿ注Ā例�ăo{実施2ð和元�þ�新学習指^要領へ~移行期間中~��1_学校Ć�生{zいv�1<外国

語=�<外国語活動=xwv実施u¼vい»2ð和ć�þV�ăo{実施予定2ÿ香美�教育委員会調査

{¸»Ā 

 

図表Ĉ 中学校ă�生~英語力~状況等{tいvÿＰą関連Ā 

0英語~授業~理解þ1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÿ香美�教育委員会調査{¸»Ā 

ÿÿĀ 

ÿÿĀ 
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54.6%
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29.2%
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楽しい yちらかxいえば楽しい yちらかxいえば楽しくzい 楽しくzい 分からzい
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外国語活動ÿ英語Ā~学習�楽wい{ÿ_学ă�生Ā

楽しい yちらかxいえば楽しい yちらかxいえば楽しくzい 楽しくzい 分からzい 無回答
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当て�~る yちらかxいえば、当て�~る yちらかxいえば、当て�~らzい 当て�~らzい 無回答
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0英語能力v定ö¹ø{¸»<āÿĀＲ A1=üベû相当~生ß数~割\1 

 ÿ注Ā<英語能力v定ö¹ø=ÿ通称<英検ＩĀÿ=Āx�1公益­団法人日p英語検定協会|作成w��~ 

wあº1ð和元�þ{¹香美�独自~事業xwv取º組³wい»ö¹øwあ»2 

 

0<āÿĀＲ A1=üベû相当~生ß数~割\1   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                 

(注ā) <公立中学校û中等教育学校(前期課程){z�»英語教育実施状況調査(文部科学省){¸»=(調

査基準日ċ当ü�~āĂoā日現在) 

(注Ă) �成Ăĉ�þ~括弧書}数字�1香美�独自調査{¸»実�{英検ă級ñP²取得w�生ß~割

\wあ»2 

(注ă) ð和Ă�þ~数字�1文部科学省{¸»調査|実施u¼z{s���1兵庫県教育委員会|独自

{実施w�調査wあ»2 

(注Ą) ð和ć�þ~結果�今後公表u¼»予定wあ»2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ元年度 Ｒÿ年度 ＲĀ年度 Ｒā年度 ＲĂ年度 Ｒă年度 ＲĄ年度 

54.1% 63.4% 59.1% 48.2% 65％ 64.4％ 65.5％ 

53.1% 45.6%
35.8% 51.0%

48.3%
46.8%

55.4% 56.4%
54.9% 54.0%

62.7% 55.0%

32.2%
34.6% 36.6% 36.1%

40.7% 42.6% 44.0%
47.0% 49.2% 50.0% 52.4%
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ＨÿĂ Ｈÿă ＨÿĄ Ｈÿą ＨÿĆ ＨĀ０ Ｒ元 Ｒÿ ＲĀ Ｒā ＲĂ Ｒă

<CEFR A1=üベû相当~生徒数~役割

香美町 兵庫県 全 国

(37.5) 
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図表ĉ 香美�~児童生ß~体力ûÛ動能力ÿＰ10 関連Ā 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÿ持久走~��ĂĀｍ·ャøûùン~選択Ċ持久走²選択1一部~�·ャøûùンĀ  

(¹ýüôß<全国体力ûÛ動能力1Û動習慣等調査={¸») 
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図表 10 教職員~勤務実態ÿＰ19 関連Ā 

ÿ香美�教育委員会調査{¹ ð和Ĉ�āoo現在Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 11 自ýp用感{tいvÿＰ19関連Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆<自V{�1̧ いxこ½|あ»x思い~y{=~問い{対wv1香美�~児童生ß|<当v�~»= 

<y�¹{xいえ�1当v�~»=x回答wvい»割\ÿ<全国学力û学習状況調査={z�»児童 

生ß質問へ~回答結果{¹Ā 
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図表 12～14 u»ux教育~推進{tいvÿＰ23関連Ā  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ă期香美�教育振興基p計�{関y»意向調査{¹ ð和ă�ăoĀ 
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図表 15 香美�~文化­ÿＰ32関連Ā 
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図表 16 施策等一覧ÿ<教育~重点=掲載関係Ā  

関 連 基 p

方 針 等 

事 業 ] 等ÿ対象校種Ā 主 z 取 組 内 容 経費区V 

国û県 � 

1-(1)-3 

 

_学校学力国語科û算

数科学力向P事業ÿ_Ā 

_学校教育研究会x連携w1国語科1算数科{z

�»学力向P~方策等{tいv研鑽²積�事業 

 ○ 

1-(1)-5 

 

学校間¹üパü連携チャü

ン¸÷ùンÿ_Ā  

�内x岡区û_ï区~Ą_学校|連携w\い実

施y»\\{¸»多人数授業 

 ○ 

1-(2)-2 英語能力v定ö¹øÿ中Ā �内~全中学生²対象xwv実施y»英語力

向P²支援y»ö¹ø 

 ○ 

1-(2)-2 _学校英語力¹½û²

ó÷事業ÿ_Ā 

�内~_学校高学�²対象xwv1長期休業中

{外国人講師zyx一緒{全日程英語{¸»活

動{取º組�事業 

 ○ 

1-(2)-2 中学校英語力¹½û²

ó÷事業ÿ中Ā 

�内~中学生²対象xwv1長期休業中{外国

人講師zy²相手{1¸º積極的{英会û{チャ

üン¸y»事業 

 ○ 

1-(3)-4 

 

÷¸タû教科書²活用

w�事業ÿ_û中Ā 

à来{¹~教科書{加え1÷¸タû版~教科書

²併用wv学習~充実²図»事業 

○ ○ 

2-(4)-1 

 

地域u»ux¼´ùÿ_Ā 

 

地域~歴史や文化²¸º深�知º1u»ux²

愛y»心²育v»��{T_学校区²単位xw

v作成û活用 

○ ○ 

2-(2)-2 

 

道徳教育拠ù校育成支

援事業推進校ÿ_û中Ā 

 

道徳教育実践研究事業~推進地域²指定w1道

徳科~授業充実や評価~在º方{tいv~研究

成果1_û中学校x~連携等²普及û啓~y»こ

x{¸º道徳教育~一層~充実²図»事業 

○  

2-(2)-2 

 

道徳~授業¹½û²ó

÷支援÷ýÀùム事業

ÿ_û中Ā 

全v~教員~道徳教育{関y»実践的z指^

力向P~��{1^�教育委員会等|実施y»研

修へ~支援事業 

○  

2-(3)-3 

 

¹¿üû»ウンセùü

配置事業ÿ_û中Ā 

いx�1暴力行ú1不�校等~児童生ß~問題

行動等{適W{対応y»��{<心~専門家=x

wv公立_û中学校{配置y»事業 

○  

2-(3)-3 

 

¹¿üûソü·ャûワ

ü»ü配置事業ÿ_û中Ā 

児童生ß~置{¼�様々z環境~問題{¸º1

学校��w�解決困÷zÁü¹{tいv1関係機

関x~連携û調整や児童生ß~置{¼�環境へ~

働}{�等{¸º早期~解決²図»��1社会福

祉士等~資格²py»者²^�{配置y»事業 

○ ○ 

2-(4)-2 u»ux�~wº博士

ÿ_û中Ā 

香美�~歴史的人物1自然1歴史1伝統文化1

観Z1産業zy~TVÞ{ýwい人²<u»ux

�~wº博士=xwv�録w1学校~u»ux学

習1公民館講ÿ1青少�健全育成1Ｐÿÿ活動z

yw講師xz»2 

 

 ○ 
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関連基p

方針等 

事 業 ] 等ÿ対象校種Ā 

 

主 z 取 組 内 容 

 

経費区V 

国û県 � 

2-(4)-2 

 

 

 

u»ux教育応援団 

ÿ_û中Ā 

学校支援活動²行う地域~üùンö³²w1読

�聞{せやu»ux学習zy~学習支援活動1学

校環境整備1�Q校~見Ûº1学校行事支援zy

²行う2 

 ○ 

2-(4)-2 自然学校ÿ_Ā 公立_学校等~ą�生²対象xwv1豊{z自

然~中w人や自然xu¼あう様々z活動²実施

y»事業 

○ ○ 

2-(4)-2 地域{学v<øù´や

»ûウ³ü¿=ÿ中Ā 

公立中学校等~Ă�生²対象xwv1家庭û地

域社会x~連携~�x1地域や自然~中w生ß~

主体性²尊Ýwv実施y»社会体験活動事業 

○ ○ 

3-(1)-3 香美�部活動~あº方

検討委員会 

中学校{z�»部活動地域展開~実現{向�1

推進計�²策定w着実{実行wvい�2 

 ○ 

3-(2)-1 u»ux給食試食会 地元産食w²u³�³{使s�<日p一~u»

ux給食=²�民{試食wv�¹う事業 

 ○ 

3-(2)-2 u»ux魚料理実習ÿ中Ā �内~全中学生|魚~<O枚z½w=zy²習

得y»こx²目的xw�調理実習 

 ○ 

4-(1)-1 学校生活支援教員配置

事業ÿ_û中Ā 

特wz教育的支援²必要xwvい»児童生ß

{対wv1Ü定w�学校生活や集団活動|行え»

¸う1^�~拠ù校{通級指^等~��{教員²

配置y»事業 

○  

5-(3)-1 学校間¹üパü連携チ

ャüン¸÷ùン<就学

前わ�わ�交流会=ÿ就前Ā 

�内~幼稚園1保育所1�定こy�園~園児|

Àûü÷や�齢w{V{¼v交流体験y»事業 

 ○ 

7-(3)-1 統\型校務支援·¹ö

ムÿ_û中Ā 

_û中学校{z�»成績処理1健康管理1学校

事務等~校務全般{わ�sv¬担軽減²図»·

¹öム 

 ○ 

8-(3)-2 放課後児童¿ùö 保護者|就労等{¸º昼間家庭{いzい_学

校等{通う子y���{1Úびや生活~場²提供

w1そ~健全z育成²図»事業 

○ ○ 

8-(3)-2 幼稚園預{º保育 幼稚園~教育時間後や長期休業日等{1保護者

~就労等~理v{¸º家庭w~保育|困÷z園

児²幼稚園w預{»事業 

〇 〇 

8-(3)-3 延長保育事業 保護者~就労等や�²得zい理v{¸º1保育

時間~延長|必要z子y�²保育y»事業 

〇 〇 

8-(3)-4 病児保育事業 保護者~就労等~理v{¸º1家庭w~保育|

困÷z子y�w1病気や体調不良{zs�子y�

²一時的{保育y»事業 

〇 〇 
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関 連 基 p

方 針 等 

事 業 ] 等ÿ対象校種Ā 

 

主 z 取 組 内 容 

 

経費区V 

国û県 � 

9-(1)-2 放課後子y�教室 幼稚園1_学生²対象xw1放課後{学校~空

}教室や地区公民館~施設²活用wv1Ü全Ü心

z子y�~居場所²設�1学習や¹ýüôû文化

活動1集団Úび等²行う2 

○ 〇 

9-(1)-3 土曜チャüン¸学習事

業ÿ_Ā 

子y���|1土曜日{u»ux~自然1歴史1

伝統文化1人w{学v体験²通x1地域~価値²

見出y交流学習 

○ 〇 

10-(1)-4 青い鳥学級 学校卒業後~視覚 害者²対象xwv開設w1

üùンö³²�録者~協力²得z|¹1社会人x

wv~幅ßい教養や実用的z知識1技能等²習得

y»xx�{1�民x~交流~場²提供y»学級 

 ○ 

10-(3)-1 u»uxz�w½塾ÿ_Ā 地域w子y�²育v»取組xwv1伝統的z技

術や知恵²学びz|¹1子y���|u»ux²

知º1u»ux{学v学習や自然体験²行う2 

 ○ 

10-(3)-2 u»ux語º部講ÿ �民²対象xwv1香美�~歴史1文化1自然1

観Zzy1u»ux²学v公民館連携講ÿ 

 ○ 

10-(3)-4 u»ux教育交流会 �内T地w取º組~¼vい»u»ux教育や

青少�健全育成活動1Ｐÿÿ活動~実践~表²行

う交流会 

 ○ 

10-(3)-5 <u»uxゆ{º~偉

人þン¼活用=事業 

全校{配_w�u»uxゆ{º~偉人þン¼

ÿRą�þ作成Ā~活用²通xv児童生ß等~u

»ux意識~醸成²図»2 

 ○ 

ÿĀĀāĀ  

10-(4)-2 香美�生涯人権学び÷

ùン事業 

生涯{わ�º人権{tいv学び続�1ÿw解消

{向��実践力²身{付��児童生ß~育成²

�vy��{講ÿ²開設y»事業 

 ○ 

11-(4)-1 指^体制~充実事業d 

 

 

競技団体{所属y»指^者|1当ü団体構成員

~üベû向P²図»��{参加y»講習会1資格

取得等{要y»経費~一部²補助y»2 

 ○ 

11-(4)-1 指^体制~充実事業e 

 

 

Û動能力1技術~向P²図»��1日p体育大

学~職員1学生1ºúンピ²ン等{¸»¹ýüô

講習会1講演会²開催y»2 

 ○ 

12-(1)-4 文化ûüû事業 

 

 

�民|質~高い文化芸術{触¼»こx|w}

»¸う1香住区中央公民館文化ûüû²活用w1

コンサüøや講演会zy²実施y»事業 

 ○ 
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<あいさtÛ動= 

 û凡事徹底~取組²地域{広r»2 

 û毎月第一月曜日�<あいさtÛ動~日= 

  あいさt立ち番²実施w1連携²図»2 

 

 

 

 急激{変化w1将来~予測|極�v困難z社会~中{あsv1次代²担う人材{�1そ~¸うz変化{

柔軟{対応w}1たく~wく生}抜く力|求�¹¼vzº1そ~基盤xz»<確{z学力1豊{z心1健や

{z体=1yzわち<知1徳1体=²子y�たち{バランス¸く身{付qさせ»sx|重要wy2 

 そ~た�1香美町教育委員会w�1学校1家庭1地域w1全v~町民|取º組�やyい具体的zÛ動xw

v1<読書1あいさt1体力uくº=~<３t~町民Û動=²提唱wvい~y2 

子y�たち~成長²町民�³z|喜び合え»>ふ»さx香美?~実現{向qv1大人�一緒{zsv取º

組³wい}~w·う2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<読書Û動= 

 û移動図書館w本²身近{2 

 û読�聞{せ活動w本~z�w½さ²2 

<体力uくºÛ動= 

 û手軽zÛ動²通xv1体力uくºや健康増進 

 ûÛ動Úびやスポüツ{親w�機会²設q»2 

香美町教育委員会 ふ»さと香美を愛し、夢や志を抱き、共に未来を切º拓く人づくº 



 

 

 

 

 

_学校 幼・保・こy²園 公民館・地域 

学校間¹ーパー連携チャレン¸プラン 
学校間¹ーパー連携チャレン¸プラン 

就学前わくわく交流会 
土曜チャレンジ学習事業 

◆方法 

ûx岡û_代区~Ā_学校|連携w\い1年間

ā回程度115時間程度~\同{¸»授業²

実施 

ûN記以外{ 5年生~自然学校や 6年生~修

学旅行zy²\同w実施 

◆内容 

û学校間連携²通w1効果的z指^方法x授業

内容²開発w1確{z学力~向N²図»2 

ûコミュニ±üション能力や協調性zy非認

知能力²育成w1新�z集団w活{y力²

育°2 

û多様z考え方{ふ¼�º1自V~考え方²伝

え�ºy»sxw1表現力や思考力²高±

»2 

 

◆指^ 

û複数~教員|役割²V担w1児童へ~}±細

や{z指^²行い1主体的û対話的w深い学

び~実現²図»2 

 

 

町内~_学校�_�模校|多く1友��~数|少zくzsvいまy2子y²��~育�²考え�場\1

保護者�次~¸うz不安²持svい»sx|わ{ºまw�2 

d入学{¹卒業まw同x人間関係|続くsx{¸º1友��関係~固定化や序列化zy

~不安 

e多人数{¸»教育や集団活動|制約u¼»�±1多様z授業|w}zい~w�zい{

xいう不安 

fW磋琢磨~機会|少zく1主体性û積極性や望まwい競争心~育成不足 

 

香美町 トúプûチャüンジ大作戦 

◆方法 

û2t~中央公民館{zいv1

香住区1x岡û_代区{vT

ā回程度1体験交流学習²実

施 

◆内容 

û異校区1異学年~_学生��

|校外w体験活動²通xv

交流y»2 

ûふ�³x�異z»集団~中

w1自主性û主体性²高±»

活動²通wv1�くまwu²

身{付け»2 

◆指^ 

û地域~大人1高校生|講師x

zº1地域資源²教w{wv

子y²��{地域~価値²

�出y学習²行う2 

 

 

_規模校の子y²たちを集±1学校園の内外{おいv合同授業や交流学習zyの学習機会を様々z場面

wつく»こx{よº1子y²たちの<生き»力=の育成を図»2 
◆ねらい 
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s~¸うz保護者~不安²克服wvいく�±1}±細{z指^~w}»_�模_学校1T_学校{

併設u¼�幼稚園1_学校区tx{配置u¼�地区公民館zy~教育資源²生{w�1香美町z¹w

�~O記~ÿt~事業²実施w1>香美町トúプûチャüンジ大作戦?x総称wv展開wまy2 

◆方法 

ûÿt~°ルüプ{V{¼v1年間 

Āÿ回程度~交流学習²実施 

ûĀ歳児xā歳児~年齢別~交流

{¸º1多人数~交流体験²実施 

◆内容 

û多人数w~活動²通wv1人xt

z|»力ûコミュニ±üション能

力~育成²図»2 

û多様z体験²通wv1<ふ»ux

香美=へ~理解û愛着²深±»2 

 

◆指^ 

û複数~指^者|役割²V担w1複 

数指^{¸º1多人数~効果的z

学習²行う2 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステキz親子Āÿカ条 

Ā 早寝 早起きをwよう 
û成長ûûòン|一番V泌u¼»~�夜Āÿ時以降~睡眠中wy2規則正wい生活úºð|元気~源wy2 

ā 家族w朝食を食yよう 
û家族x一緒{食y»x食欲|増w~y2好}嫌い²zくysx|健康z体uくº~基本wy2 

û食yzいx脳|働{z1根気1集中力{kけ1落�着}|zくzº学力~低O{²tz|º~y2 

Ă あいさつをwよう 

ûそ~場{あs�あいut|子y²{身{付く¸う1~z大人{¹w~w·う2 

û<�い=<あº|xう=<t±³zuい=²大Wzあいutwy2 

ă 親子w会話を楽w²う 

û<後w=�1子y²~心�寂wuwいsqい2言葉~キóッチüüûw気持�|満�u¼~y2 

û¹マû1ゲüð�家庭内w}~º²決±v利用w~w·う2 

Ą お手伝いをwよう 

ûz手伝い{参加u{1家族~一員xwv役{立svい»喜sや感謝~気持�²伝え~w·う2 

そ¼|l~意欲{tz|º~y2~�1やº通ysxw子y²~忍耐力|養わ¼~y2 

ą 親子w読書を楽w²う 

û興味~あ»本や年齢{応x�本²身近z所{置いvzくx1読書x~意欲{結st}~y2 

û親子w読書²楽w�1読³�後²家族w楽w�²わ{�合い~w·う2 

Ć 交通ルüルを守½う 
û飛s出wやrxº歩}�事故~²x2自転車~Ü全点検1ヘûñット~着用w子y²²Ûº~w·う2 

ć 戸外w元気よく遊ぼう 
û¹マû1ゲüð�時間²決±約束²Ûº~w·う2~�体²動{yx体力向N1脳~活性化{tz|º~y2 

Ĉ 善悪~けx±をつけよう 

û人xwv<あ�º~え=~sxÿ良いsx･悪いsxĀ²1<あ�º~え={伝えvい}~w·う2 

û話²聞く態度|身{付くx1集中力|増w1望~wい学習態度や学習意欲{tz|º~y2 

10 家族û地域x~ふ¼あいを大切{wよう 

û一緒{食事1一緒{遊s1一緒{z風呂1y¼²う¼wいsxwy2 

û地域²大Wzふ¼あい~場1地区行事{²進³w参加w~w·う2心豊{z育�{tz|º~y2 

香美町内小学校w�1子yもたち|集団生活~中w健や{{成長す»sx²願い1よºよい

環境1u~v~z体験zy²通wv1基本的生活習慣zy|身{付くよう取º組³wい~す2 

}~実施{あたっv�家庭~協力||ひxも必要wす2}sw下記~sx²1学校x保護者| 

一体xzっv真剣{取º組�たいx思い~す~w1t理解xt協力²よろwくz願いw~す2 

子育v~基本�家庭  親育ち子育ち共{学びあい 

ステキz親子 10カ条ÿ３つの町民運動Ā 

小学校 0R5改訂版1 
<小学校用=以外に1<認定こども園・保育所用= 

<幼稚園用=<中学校用=もあります2 
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